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障
が
い
者
の
雇
用
を
促
進
す
る
た
め
の
法
律

「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」

（
略
称「
障
害
者
雇
用
促
進
法
」）が
昨
年
改
正
さ
れ
、

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
法
定
雇
用
率
が
変
わ
る
な
ど
、

企
業
と
障
が
い
者
を
め
ぐ
る
環
境
が
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
回
は
当
所
の
障
が
い
者
雇
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
内
容
と
、

栃
木
労
働
局
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

障
害
者
雇
用
促
進
法
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
28
年
に
障
害
者
雇
用
促
進
法
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
事
業
主
に
大
き
く
関
わ
る
の
は
、
来
年
（
平

成
30
年
）
４
月
１
日
か
ら
の
障
が
い
者
雇
用
の
法

定
雇
用
率
の
引
き
上
げ
で
し
ょ
う
（
表
１
）。

　

民
間
企
業
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
「
従
業
員
50

人
以
上
の
企
業
が
対
象
、
法
定
雇
用
率
２・０
％
」

で
あ
っ
た
も
の
が
「
従
業
員
45
・
５
人
以
上
、
２
・

２
％
」
と
な
り
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る
企
業
は

早
め
の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
次
の
２
点
に
つ
い
て
も
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
（
短
時
間
労
働
者
は
1
人
を
0.
5
人
と
し

て
カ
ウ
ン
ト
）。

❶
対
象
と
な
る
事
業
主
の
範
囲
が
、
こ
れ
ま
で
従

業
員
50
人
以
上
で
あ
っ
た
も
の
が
、
45
・
５
人
以

上
に
広
が
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
事
業
主
に
は
、
次
の
よ
う
な
義
務
が

あ
り
ま
す
。

◎
毎
年
６
月
１
日
時
点
の
障
が
い
者
の
雇
用
状
況

を
、
ハロ
ー
ワ
ー
ク
に
報
告
す
る

◎
障
が
い
者
雇
用
の
促
進
と
継
続
を
図
る
た
め
の

「
障
害
者
雇
用
推
進
者
」
を
選
任
す
る
よ
う
努
め
る

❷
平
成
33
年
４
月
ま
で
に
、
さ
ら
に
０・１
％
引

き
上
げ
に
な
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
時
期
に
つ
い
て
は
今
後
、
労
働
政
策

審
議
会
で
議
論
さ
れ
ま
す
が
、
平
成
30
年
４
月
か

ら
３
年
以
内
に
民
間
の
法
定
雇
用
率
は
２・３
％
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
際
に
は
対
象
と
な
る
事

業
主
も
従
業
員
43
・
５
人
以
上
と
な
り
ま
す
。

　

栃
木
労
働
局
職
業
安
定
部
職
業
対
策
課
の
地

方
障
害
者
雇
用
担
当
官
で
あ
る
高
塩
博
行
さ
ん
は

「
障
が
い
者
雇
用
は
社
会
の
流
れ
で
す
」
と
話
し

ま
す
。

　
「
最
近
で
は
、
企
業
の
方
々
の
意
識
も
良
い
方
向

に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
同
時
に
障
が
い
者
の
方
々

の
就
職
へ
の
意
欲
も
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
近

年
は
少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
労
働
力
不
足
の
問

題
も
、
徐
々
に
深
刻
化
し
つつ
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
う
時
代
に
労
働
意
欲
の
あ
る
方
が
社
会
に
出
る

こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

政
府
の
掲
げ
て
い
る
『
働
き
方
改
革
』
に
お
い
て

も
、
障
が
い
者
雇
用
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
近

年
は
『
共
生
社
会
』
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
唱
え
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
健
常
者
も
障
が
い
者
も
と
も
に
働

き
生
活
で
き
る
社
会
の
実
現
は
、
日
本
だ
け
で
な
く

世
界
的
に
も
重
要
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

法
律
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
企

業
は
障
が
い
者
雇
用
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

障
が
い
者
雇
用
に
取
り
組
む

企
業
が
増
加

　

当
所
で
は
今
年
６
月
に
障
が
い
者
雇
用
と
高
齢

者
雇
用
に
関
す
る
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
７
月
に
報
告
書
を
ま
と
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
障
が
い

者
に
関
す
る
部
分
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

1 
調
査
の
概
要

【
調
査
目
的
】

人
口
減
少
や
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
に
伴
う
労

働
力
不
足
の
中
で
、
障
が
い
者
・
高
齢
者
雇
用
は

企
業
経
営
に
お
い
て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
厚
生
労
働
省
よ
り
発
表
さ
れ
た
「
平
成
28

年
障
害
者
雇
用
状
況
の
集
計
結
果
」
に
よ
れ
ば
、

民
間
企
業
に
お
け
る
障
が
い
者
の
実
雇
用
率
は
過

去
最
高
を
更
新
し
１
・92
%
と
な
り
ま
し
た
。
企

業
の
障
が
い
者
雇
用
へ
の
取
り
組
み
が
活
発
化
す

る
中
、
平
成
30
年
に
は
法
定
雇
用
率
の
算
定
基
礎

に
精
神
障
が
い
者
の
数
が
加
わ
り
、
法
定
雇
用
率

は
さ
ら
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
会
員
企
業
の
障
が
い
者
・
高
齢

者
雇
用
の
現
状
・
課
題
・
動
向
を
調
査
し
、
当
所

の
事
業
の
立
案
・
実
施
に
繋
げ
、
会
員
企
業
の
障

が
い
者
・
高
齢
者
の
雇
用
促
進
を
図
る
た
め
に
実

施
し
ま
し
た
。

【
調
査
期
間
】

平
成
29
年
６
月
13
日
〜
30
日

【
調
査
方
法
】

平
成
29
年
６
月
１
日
時
点
で
の
調
査
と
し
、
郵
送

に
よ
り
実
施

【
調
査
対
象
】（
表
２
）

従
業
員
50
人
以
上
の
会
員
企
業
３
２
７
社

※
営
利
企
業
以
外
の
団
体
も
含
ま
れ
て
い
ま
す

が
、便
宜
上
す
べ
て「
企
業
」と
表
記
し
て
い
ま
す
。

【
回
収
状
況
】

回
答
企
業
数
２
０
１
社
（
61
・
５
％
）

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
割
合
（
%
）
は
、
全
体
で

1
0
0
％
と
な
る
よ
う
調
整
し
て
い
ま
す
。

2 
障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て

①
障
が
い
者
の
雇
用
状
況
（
図
1
）

「
雇
用
し
て
い
る
」
が
69
・
２
%
、「
過
去
に
も
現

在
も
雇
用
し
て
い
な
い
」
が
22
・
９
%
と
な
っ
て
い

ま
す
。

②
雇
用
し
て
い
る
障
が
い
者
の
障
が
い
の
種
別

（
図
2
）

「
身
体
障
が
い
者
」
が
66
・
８
%
と
最
も
高
く
、

次
い
で
「
知
的
障
が
い
者
」
が
20
・
７
%
、「
精

神
障
が
い
者
」
が
12
・
１
%
と
な
って
い
ま
す
。

③
障
が
い
者
を
雇
用
す
る
き
っ
か
け
、
理
由

「
企
業
と
し
て
障
が
い
者
雇
用
の
社
会
的
責
任
が

あ
る
と
考
え
た
か
ら
」
が
20
・
３
%
、「
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
」
が
18
・
３
%
、「
従

業
員
が
採
用
後
、
事
故
や
病
気
な
ど
で
障
が
い
者

に
な
っ
た
」
が
14
・
３
%
と
な
って
い
ま
す
。

④
障
が
い
者
の
業
務
内
容
（
図
3
）

「
事
務
（
パ
ソ
コ
ン
入
力
、
書
類
作
成
な
ど
）」
が

30
・
６
%
、「
清
掃
・
洗
濯
（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
洗

い
場
な
ど
）」
が
13
・３
%
、「
製
造
・
技
能
職
（
工

場
勤
務
な
ど
）」
が
12
・
５
%
と
な
って
い
ま
す
。

⑤
障
が
い
者
の
雇
用
形
態

「
正
社
員
」
が
46
・６
%
、「
パ
ー
ト・ア
ル
バ
イ
ト
」

が
32
・
１
%
、「
契
約
社
員
」
が
13
・
５
%
と
な
っ

て
い
ま
す
。

⑥
障
が
い
者
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

「
通
常
勤
務
の
従
業
員
が
対
応
」
が
62・３
%
、「
特

に
行
って
い
な
い
」
が
27
・
２
%
と
な
って
い
ま
す
。

⑦
障
が
い
者
の
入
社
後
の
定
着
状
況
（
図
4
）

「
定
着
は
う
ま
く
いって
お
り
、課
題
も
特
に
な
い
」

が
59
・
０
%
、「
定
着
は
う
ま
く
い
っ
て
い
る
が
、

課
題
を
感
じ
て
い
る
」
が
36
・
０
%
で
あ
り
、
定

着
は
う
ま
く
いっ
て
い
る
と
回
答
し
た
企
業
は
95
・

０
%
と
な
って
い
ま
す
。

障
が
い
者
雇
用
の

現
状
と
取
り
組
み

当
所
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と

栃
木
労
働
局
の
取
り
組
み

障がい者雇用促進

特集1／障がい者雇用促進

特集1

障害者の
法定雇用率の改定

民間企業の
法定雇用率

現行2.0%

平成30年
４月１日以降

2.2
%

国、地方公共団体等
法定雇用率

現行2.3%

平成30年
４月１日以降

2.5
%

都道府県等の教育委員会
法定雇用率

現行2.2%

平成30年
４月１日以降

2.4
%

表１

従業員規模・資本金規模は、６月８日現在の当所への登録状況となっています。

アンケート調査対象表2

障がい者雇用について図1

雇用している障がい者の
障がいの種別について

図2

障がい者の業務内容図3

従業員規模別

資本金規模別

50～100人 174 社 53.3 %

101～200人 67 社 20.5 %

201～300人 36 社 11.0 %

301～400人 10 社 3.1 %

401～500人 8 社 2.4 %

501～600人 8 社 2.4 %

601～700人 3 社 0.9 %

701～800人 4 社 1.2 %

801～900人 2 社 0.6 %

901～1,000人 0 社 0.0 %

1,001～1,500人 4 社 1.2 %

1,501～2,000人 2 社 0.6 %

0~1,000万円 70 社 21.4 %

1,000万円超~2,000万円 35 社 10.7 %

2,000万円超~3,000万円 26 社 8.0 %

3,000万円超~5,000万円 42 社 12.8 %

5,000万円超~1億円 59 社 18.0 %

1億円超~5億円 30 社 9.2 %

5億円超~ 65 社 19.9 %

合計 327 社 100.0 %

2,001人～ 9 社 2.8 %

合計 327 社 100.0 %

雇
用

し
て
い
る

身体障がい者

事　務
（パソコン入力、書類作成など）

製造・技能職
（工場勤務など）

営　業

販　売
（店員、レジ打ちなど）

清掃・洗濯
（クリーニング、洗い場など）

施設管理
（警備、草取り、駐車場整理など）

福祉・医療サービス

専門技術職

荷物運び・梱包・陳列

接客・案内
（受付、電話対応など）

軽作業
（ラベル貼り、バリ取りなど）

その他

無回答

知的障がい者

精神障がい者

不明・未確認

69.2%

66.8 %

20.7 %

12.1 %

0.4 %

30.6 %

12.5 %

4.0 %

2.4 %

13.3 %

2.4 %

2.0 %

4.8 %

6.5 %

5.7 %

8.5 %

6.9 %

0.4 %

過去にも現在も
雇用していない

過去に
雇用していたが、
現在は雇用していない

7.9 %

22.9 %
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⑧
障
が
い
者
を
雇
用
し
て
「
良
か
っ
た
」
と
感

じ
る
点
（
図
5
）

「
事
業
所
と
し
て
社
会
的
責
任
を
果
た
せ
た
」
が

27
・1
%
、「
戦
力
と
な
って
働
い
て
も
ら
え
て
い
る
」

が
21
・
３
%
、「
障
が
い
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
っ

た
」
が
20
・
７
%
と
な
って
い
ま
す
。

⑨
障
が
い
者
を
雇
用
し
て
「
難
し
い
」
と
感
じ

る
点
（
図
６
）

「
担
当
で
き
る
仕
事
が
限
定
さ
れ
る
」
が
37
・
８

%
、「
他
の
従
業
員
の
負
担
が
大
き
い
」
が
16
・

２
%
と
な
って
い
ま
す
。

⑩
障
が
い
者
を
雇
用
し
て
い
な
い
理
由

「
業
務
内
容
が
障
が
い
者
に
適
し
て
い
な
い
」
が

25
・
５
%
、「
障
が
い
者
雇
用
に
対
応
し
た
設
備

が
不
十
分
」
が
17
・
９
%
、「
障
が
い
者
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
人
員
・
体
制
が
不
十
分
」
が
14
・
５
%
と

な
って
い
ま
す
。

⑪
今
後
の
障
が
い
者
雇
用
へ
の
展
望

「
法
定
基
準
に
合
わ
せ
て
雇
用
し
た
い
」
が
55
・

２
%
、「
積
極
的
に
雇
用
し
た
い
」
が
16・９
%
、「
雇

用
す
る
予
定
は
な
い
」
が
12
・
９
%
と
な
っ
て
い
ま

す
。

⑫
障
が
い
者
雇
用
の
拡
大
に
つ
い
て
、
事
業
者

側
に
必
要
と
思
わ
れ
る
事
項

「
障
が
い
者
の
能
力
、
適
性
に
関
す
る
情
報
」
が

17
・
６
%
、「
障
が
い
者
雇
用
に
伴
う
環
境
整
備
・

投
資
」
が
15・０
%
、「
障
が
い
者
に
対
す
る
知
識
、

理
解
の
浸
透
」
が
14
・
０
%
と
な
って
い
ま
す
。

⑬
障
が
い
者
雇
用
の
相
談
・
連
携
先
、
支
援
を

受
け
て
い
る
機
関

「
公
共
職
業
安
定
所
」
が
37
・
２
%
、「
特
別
支

援
学
校
等
」
が
15
・
１
%
、「
障
が
い
者
就
業
支

援
を
行
う
公
的
な
機
関
」
が
14
・
８
%
と
な
っ
て

い
ま
す
。

⑭
宇
都
宮
商
工
会
議
所
に
期
待
す
る
取
り
組
み

や
支
援

「
公
的
支
援
制
度
等
の
情
報
提
供
」
が
33
・
０
%
、

「
学
校
、
障
が
い
者
就
労
支
援
機
関
等
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
支
援
」
が
24
・
０
%
、「
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
」
が
20
・
８
%
と
な
って
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
障
が
い
者
雇
用
に
取
り
組

む
企
業
が
多
い
こ
と
が
分
り
ま
す
。
現
在
取
り
組

ん
で
い
な
い
企
業
で
も
、「
積
極
的
に
雇
用
し
た
い
」

と
「
法
定
基
準
に
合
わ
せ
て
雇
用
し
た
い
」
を
合

せ
る
と
72
％
に
も
な
り
、
雇
用
に
向
け
た
企
業
の

意
欲
は
決
し
て
低
く
は
な
い
よ
う
で
す
。

　

雇
用
の
理
由
は
「
企
業
の
社
会
的
責
任
」

（
20
・３
％
）
や
「
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
」

（
18
・
３
％
）
な
ど
が
目
立
ち
ま
す
。
雇
用
し
て

良
か
っ
た
点
で
も
や
は
り
「
事
業
所
と
し
て
社
会

的
責
任
が
果
た
せ
た
」（
27
・
1
％
）
や
「
障
が

い
者
雇
用
率
を
達
成
で
き
た
」（
17
・
７
％
）
が
大

き
い
よ
う
で
す
が
、
一
方
で
「
戦
力
と
な
っ
て
働
い

て
も
ら
え
て
い
る
」
と
す
る
回
答
も
21・３
％
も
あ

り
、
適
材
適
所
で
あ
れ
ば
障
が
い
者
で
あ
っ
て
も

健
常
者
同
様
に
戦
力
に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
企

業
も
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。

　

雇
用
し
て
い
る
障
が
い
者
の
種
別
は
身
体
障
が

い
者
が
６
割
以
上
を
占
め
、
知
的
障
が
い
者
や
精

神
障
が
い
者
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。
特
に
精
神
障
が
い
者
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
か
ら
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

栃
木
県
で
は

雇
用
障
が
い
者
数
は
連
続
増
加

　

障
が
い
者
は

◎
身
体
障
が
い
者

◎
知
的
障
が
い
者

◎
精
神
障
が
い
者

◎
そ
の
他

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
他
と
い
う
の
は
発
達
障

が
い
や
難
治
性
疾
患
患
者
（
症
例
数
が
少
な
く
、

原
因
不
明
で
、
治
療
方
法
が
確
立
し
て
お
ら
ず
、

生
活
面
へ
の
長
期
に
わ
た
る
支
障
が
あ
る
疾
患
の

患
者
）
な
ど
で
す
。

　

法
律
で
雇
用
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、

身
体
障
が
い
者
と
知
的
障
が
い
者
で
す
。
た
だ
し

来
年
４
月
以
降
は
、
精
神
障
が
い
者
が
実
雇
用
率

算
定
の
対
象
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

分
り
や
す
く
言
え
ば
「
精
神
障
が
い
者
を
雇
用
し

て
い
る
企
業
は
、
同
数
の
身
体
障
が
い
者
ま
た
は

知
的
障
が
い
者
を
雇
用
し
て
い
る
も
の
と
し
て
カ
ウ

ン
ト
さ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

前
述
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
も
分
る
よ
う
に
、

身
体
障
が
い
者
の
雇
用
は
あ
る
程
度
進
ん
で
お

り
、
企
業
側
に
も
受
け
入
れ
態
勢
が
で
き
つつ
あ

る
よ
う
で
す
。
一
方
で
知
的
障
が
い
者
や
精
神
障

が
い
者
、
そ
の
他
に
含
ま
れ
る
発
達
障
害
な
ど
に

つい
て
は
、一
般
の
理
解
が
そ
れ
ほ
ど
進
ん
で
い
な
い

の
が
現
状
の
よ
う
で
す
。

　

栃
木
県
内
で
の
障
が
い
者
雇
用
の
現
状
は
、
ど

う
な
って
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

栃
木
労
働
局
の
高
塩
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
県
内
で

民
間
企
業
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
障
が
い
者
の
人
数

は
、
平
成
28
年
６
月
１
日
現
在
で
３
７
８
１
人
。
前

年
と
比
較
し
て
６・２
％
、
２
２
２
人
の
増
加
で
す
。

　
「
雇
用
障
が
い
者
数
は
、
12
年
連
続
で
過
去
最

高
を
更
新
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
栃
木
県
内
の

企
業
に
お
け
る
障
が
い
者
雇
用
は
、
着
実
に
進
展

し
て
い
ま
す
」

　

実
雇
用
率
は
１
・
90
％
で
全
国
35
位
（
全
国
平

均
は
１・
92
％
）
で
、残
念
な
が
ら
少
々
低
め
で
す
。

し
か
し
法
定
雇
用
率
達
成
企
業
の
割
合
は
57
・

３
％
、
全
国
21
位
で
す
か
ら
、
雇
用
者
数
も
雇
用

率
も
今
後
伸
び
て
い
く
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
も
、
障
が
い
者
の
職
業
紹
介

件
数
は
順
調
に
伸
び
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
の

就
職
件
数
は
１
６
１
０
件
で
、
10
年
前
に
比
べ
る

と
２
倍
以
上
で
す
。
今
後
も
伸
び
る
こ
と
が
期
待

で
き
ま
す
」

　

そ
の一
方
で
、
い
く
つ
か
の
懸
念
も
あ
る
と
い
い

ま
す
。

　
「
現
状
で
は
『
法
律
で
定
め
ら
れ
た
人
数
だ
け

雇
用
す
れ
ば
良
い
』
と
捉
え
て
い
る
企
業
が
あ
り

ま
す
。
で
き
れ
ば
、
法
定
雇
用
率
以
上
に
雇
用

し
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
の
で
す
が
、
企
業

の
受
け
入
れ
態
勢
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
り

ま
す
か
ら
、
一
朝
一
夕
に
解
決
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
」

　

前
出
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
雇
用
理
由
に
つ
い
て

「
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
」
が
18
・
３

%
と
最
も
多
い
回
答
で
し
た
。
ま
た
今
後
の
雇
用

人
数
に
つ
い
て
は
、
回
答
企
業
の
半
数
以
上
が
法

律
で
定
め
ら
れ
た
人
数
と
答
え
て
い
ま
す
。
法
定

雇
用
率
と
い
う
「
義
務
」
を
ク
リ
ア
す
れ
ば
良
し

と
す
る
考
え
を
、
見
て
取
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う

で
す
。

　
「
特
に
、
知
的
障
が
い
者
や
精
神
障
が
い
者
に
つ

い
て
は
、
先
入
観
で
『
ダ
メ
』
と
し
て
し
ま
う
企

業
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
実
際
に

雇
用
し
て
い
る
企
業
か
ら
は
『
雇
用
し
て
よ
か
っ

た
』
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
障
が
い
者

の
実
際
に
触
れ
て
み
て
欲
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

当
所
ア
ン
ケ
ー
ト
の
「
障
が
い
者
の
入
社
後
の

定
着
状
況
」
で
も
、
95
％
の
企
業
が
、
雇
用
し
た

障
が
い
者
が
定
着
し
て
い
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

ま
た
「
障
が
い
者
を
雇
用
し
て
『
良
か
っ
た
』
と
感

じ
る
点
」
で
も
「
戦
力
と
な
って
働
い
て
も
ら
え
て
い

る
」
と
の
回
答
が
約
21
％
あ
り
ま
す
か
ら
、
今
後
雇

用
企
業
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
、
企
業
の
見
方
や
感

じ
方
も
変
わ
って
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

障
が
い
者
を
知
る
こ
と
が
重
要

　

栃
木
労
働
局
で
は
11
月
18
日
か
ら
「
精
神
・

発
達
障
害
者
し
ご
と
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
精
神
障
が
い
者
や
発
達

障
が
い
者
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
知
識
や
、
一
緒
に

働
く
た
め
に
必
要
な
配
慮
な
ど
を
学
ん
で
も
ら
う

講
座
で
す
。

　
「
雇
用
促
進
・
職
場
定
着
の
た
め
に
は
、
企
業

経
営
者
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
一
緒
に
働
く
こ
と

に
な
る
従
業
員
の
方
へ
の
啓
蒙
活
動
が
不
可
欠
で

す
。
障
が
い
者
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
持
っ
て

い
た
だ
き
、
実
際
に
障
が
い
者
の
方
々
と
接
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
、
共
生
社
会
の
実
現
の
根
幹
で
あ

る
と
思
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、
身
体
障
が
い
者
へ
の
理
解
は
進
ん
で
い
る

も
の
の
、
知
的
障
が
い
者
や
精
神
障
が
い
者
、
発

達
障
が
い
者
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
理
解
度
が

高
く
は
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。
特
に
精

神
障
が
い
者
に
つ
い
て
は
根
強
い
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー

ジ
も
あ
り
、
理
解
が
な
か
な
か
進
み
ま
せ
ん
。
で

す
か
ら
精
神
・
発
達
障
が
い
者
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た

講
座
を
開
催
し
た
の
で
す
」

　

短
い
期
間
で
か
ぎ
ら
れ
た
回
数
の
講
座
で
す
の

で
、
意
欲
は
あ
って
も
参
加
で
き
な
い
人
も
多
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
場
合
に
は
出
前
講
座
を

申
し
込
め
ば
、
講
師
が
職
場
に
来
て
く
れ
る
制
度

も
、
近
々
ス
タ
ー
ト
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
障
が
い
者
を
３
カ
月
試
行
雇
用
す
る
「
障

害
者
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
」
と
い
う
制
度
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
期
間
に
適
性
や
能
力
を
確
認
し
、
そ
の

後
の
正
式
雇
用
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
制
度
で
す
が
、
企
業
に
と
って
も
障
が
い
者
と
の

付
き
合
い
方
を
試
行
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
な
り
ま
す
。

問合せ

栃木労働局
職業安定部職業対策課

☎028-610-3557
※具体的な障がい者雇用の
相談は、地元ハローワークで

対応しています。

こ
れ
に
は
助
成
金
も
用
意
さ
れ
て
お
り
、
意
欲
あ

る
企
業
が
挑
戦
し
や
す
い
制
度
と
な
って
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
「
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成

金
」
な
ど
、
障
が
い
者
雇
用
を
推
進
す
る
た
め
の

助
成
金
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
問
い
合
わ

せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

高
塩
さ
ん
は
「
実
際
の
姿
を
知
って
い
た
だ
け
れ

ば
、
企
業
側
も
受
け
入
れ
る
た
め
に
ど
ん
な
準
備

が
必
要
か
が
分
か
り
、
雇
用
促
進
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
職
場
見
学
・
職
場
実
習
の
受
け
入

れ
か
ら
取
り
組
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
、
共
生
社
会
が
成
熟
し
て
い
く
中
で
、
地

域
社
会
や
企
業
内
で
障
が
い
者
と
向
き
合
う
こ
と

が
、
強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

障
が
い
者
雇
用
の
問
題
を
、
法
律
上
の
義
務
と
だ

け
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
人
そ
の
人
の
個

性
を
引
き
出
す
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
、
努
力
し
て
い
た

だ
け
る
と
、う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

※
記
事
中
、「
障
が
い
者
」
表
記
と
「
障
害
者
」
表
記
が
混
在
し

て
い
ま
す
。
当
所
で
は
基
本
的
に
前
者
で
表
記
し
て
い
ま
す
が
、
法

律
用
語
な
ど
で
後
者
表
記
に
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
ま
ま
使

用
し
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

栃木労働局
職業安定部職業対策課
地方障害者雇用担当官

高塩　博行さん

特集1／障がい者雇用促進

障がい者の入社後の定着状況図4

障がい者を雇用して「良かった」と感じる点図5

障がい者を雇用して「難しい」と感じる点図6

障がい者に対する理解が深まった

事業所として社会的責任を果たせた

戦力となって働いてもらえている

他の従業員に良い影響が与えられた

担当できる仕事が限定される

他の従業員の負担が大きい

継続的な勤務が難しい

情報交換や意思疎通が難しい

外勤や通勤手段の確保が難しい

職場での人間関係に困難が生じている

その他

無回答

顧客や地域住民から良い評価を得られた

障がい者雇用率を達成できた

業務内容の見直し等を行い効率化できた

障がいのあるお客さまへの対応等、
仕事の質が向上した

マニュアルが整備された

研修内容が改善された

その他

無回答

定着はうまくいっており、
課題も特にない

定着はうまくいっているが、
課題を感じている

定着がうまくいっておらず、
課題を感じている

その他

59.0 %

36.0 %

2.1 %

0.0 %
無回答 2.9%

6.3 %

0.9 %

0.0  %

0.3 %

0.6 %

1.5 %

17.7 %

0.0 %

3.6 %

21.3 %

27.1 %

20.7 %

7.5 %

10.4 %

6.5 %

5.4 %

9.4 %

6.8 %

16.2 %

37.8 %
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第22回

宇都宮餃子祭り
２０１７

7 December 2017 6

　

宇
都
宮
市
中
心
部
の
秋
は
、
毎
週
の
よ
う

に
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ

わ
い
ま
す
。
宇
都
宮
市
や
県
内
外
か
ら
ジ
ャ

ズ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
集
結
す
る
北
関
東
最
大

の
ジ
ャ
ズ
イ
ベ
ン
ト
「
ミ
ヤ
・
ジ
ャ
ズ
イ
ン
」
と
、

中
心
商
店
街
を
舞
台
に
飲
食
や
手
作
り
作

品
、
古
書
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ブ
ー
ス
が
出
店

す
る
「
宮
の
市
（
商
業
祭
）」、
そ
し
て
今
や

宇
都
宮
の
代
名
詞
と
も
言
え
る
餃
子
の
祭
典

「
餃
子
祭
り
」
が
同
時
開
催
さ
れ
、
相
乗
効

果
も
あ
って
約
15
万
人
の
お
客
さ
ま
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　

４
日
（
土
）、
宇
都
宮
城
址
公
園
の
餃
子
祭

り
会
場
で
は
午
前
10
時
に
「
宇
都
宮
餃
子
祭

り
２
０
１
７
」
が
ス
タ
ー
ト
。
市
内
の
宇
都

宮
餃
子
会
加
盟
店
28
店
舗
が
腕
に
よ
り
を
か

け
た
餃
子
を
、
１
皿
３
個
１
０
０
円
で
販
売
。

ど
の
店
も
、
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
き
ま
す
。

　
「
関
西
か
ら
来
た
友
人
と
一
緒
に
来
ま
し

た
」
と
話
す
50
代
の
男
性
は
宇
都
宮
在
住
。

毎
年
来
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
「
宮
城
県
か
ら
来
ま
し
た
」
と
い
う
10
代

の
男
性
２
人
組
は
、
昨
年
に
続
き
２
回
目
。

昨
年
食
べ
た
経
験
か
ら
、
優
先
順
位
を
つ
け

て
食
べ
て
い
き
た
い
と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

青
い
ジ
ャ
ー
ジ
を
着
た
子
ど
も
た
ち
が
、
お

客
さ
ま
に
声
を
か
け
な
が
ら
会
場
内
を
回
って
い

ま
す
。
宇
都
宮
市
立
一
条
中
学
校
の
生
徒
た
ち

に
よ
る
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
先
輩
か
ら
後

輩
へ
、
毎
年
引
き
継
が
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

さ
て
「
ミ
ヤ
・
ジ
ャ
ズ
イ
ン
２
０
１
７
」
は

10
時
30
分
の
パ
レ
ー
ド
で
幕
開
け
で
す
。
外

山
喜
雄
と
デ
キ
シ
ー
セ
イ
ン
ツ
の
奏
で
る
ジ
ャ

ズ
に
乗
せ
て
、
関
係
者
が
オ
リ
オ
ン
通
り
を
メ

イ
ン
会
場
の
オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
ま
で
練
り
歩

き
ま
し
た
。

　
ニュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
の
楽
し
い
雰
囲
気
を
ま

る
ご
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
し
た
よ
う
な
ひ
と
と
き
の

後
、
い
よ
い
よ
開
会
で
す
。
今
年
は
オ
リ
オ
ン

ス
ク
エ
ア
会
場
、
ま
ち
か
ど
広
場
会
場
、
オ
リ

オ
ン
通
り
曲
師
町
イ
ベ
ン
ト
広
場
会
場
、
宇

都
宮
城
址
公
園
会
場
、
東
武
宇
都
宮
百
貨

店
特
設
ス
テ
ー
ジ
の
５
会
場
で
66
バ
ン
ド
が
エ

ン
ト
リ
ー
。
宇
都
宮
市
内
だ
け
で
な
く
関
東

や
東
北
か
ら
も
か
け
つ
け
、
み
ご
と
な
演
奏

を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
宮
の
市
（
商
業
祭
）
で
は
、
初
の

試
み
と
な
る
「
出
張
商
店
街
・
大
型
店
」
が

バ
ン
バ
通
り
で
行
わ
れ
、
各
商
店
街
を
代
表

す
る
商
店
や
大
型
店
が
ブ
ー
ス
出
店
し
、
飲

食
や
手
作
り
作
品
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
当
所
青
年
部
・
女
性
部
も
２
日

間
に
わ
た
り
ブ
ー
ス
出
店
し
、
た
く
さ
ん
の

方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
ほ
か
、

オ
リ
オ
ン
通
り
で
は
恒
例
の
「
栃
木
県
出
版

文
化
展
」
で
県
内
出
版
物
の
展
示
即
売
や 

一

箱
古
本
市
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

５
日
（
日
）
に
は
中
心
部
７
カ
所
を
巡
る

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
、
ユ
ニ
オ
ン
通
り
で
の

「
０
２
８
商
店
街
（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）」
な

ど
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
４
日
（
土
）
の
午
後
は
雨
に

見
舞
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も

５
日
（
日
）
は
前
日
の
悪
天
候
を
跳
ね
飛
ば

す
か
の
よ
う
な
晴
天
！ 

ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
大

盛
況
で
、
名
実
共
に
秋
の
宇
都
宮
を
代
表
す

る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
ま
ち
な
か
に
に
ぎ
わ
い

と
華
や
か
さ
を
も
た
ら
し
て
い
ま
し
た
。

宇都宮の秋といえば、何といっても「ミヤ・ジャズイン」「宮の市（商業祭）」そして「餃子祭り」。今年も11月４日（土）、
５日（日）の２日間にわたって、のべ約15万人が来場しました。その模様を、写真と文章で報告します。

今年も大盛況！
11月４日・５日の秋のイベント

ミヤ・ジャズイン２０１７・
第22回宮の市（商業祭）・宇都宮餃子祭り２０１７

特集

2
秋のイベント写真ルポ

  8. 佐藤栄一宇都宮市長や増渕正二当所副会頭などに
     よる恒例のくす玉割りで餃子祭りがスタート
  9. 当所青年部が運営するうつのみや親善大使の２人も
　  大活躍しました
10. 初日午前中で早くもこのにぎわい ！

1. ミヤ・ジャズインのスタートを告げる恒例のパ㆑ード　2. 今年はオリオンスクエア他４会場でジャズの競演（写真はオリオン通り曲師町イベント広場会場）  3. 11月４日、５日とも会場は満員！（写真はBridge Ship Jazz Band）

県内出版社が共同で開催した栃木県出版文化展。
一箱古本市も好評（オリオン通り）

4.七福神のスタンプを集め、抽選で豪華賞品をゲット！   5.宮の市（商業祭）も大にぎわい（写真はオリオン通り）
6.当所青年部はキッズ向け体験ブースも設置    7.笑顔がお客さまを呼び込みます！ 当所女性部も大活躍

1

2

3

4

5

6

8

910

7



問合せ／ 宇都宮商工会議所  総務部   1028-637-3131

宇都宮商工会議所では、会員拡大キャンペーンを実施しています。
 ぜひ事業所をご紹介くださいますよう、会員の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

会員拡大

キャンペ
ーン

実施中！！
新入会員 
求む！！

会員に
なると…

経営環境の改善につながります

経営の疑問点が解決できます

新たなビジネスパートナーを見つけることができます

宇都宮のまちづくりに取り組むことができます








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関東ブロック大会に参加したメンバーやOB

フランクフルトが大好評だった宮の市「女性部ブース」

大好評だった宮の市「青年部ブース」

「
宮
の
市（
商
業
祭
）」に
出
店
し
ま
し
た

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部

 

「
第
37
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
ぐ
ん
ま
沼
田
大
会
」に
参
加

「
宮
の
市（
商
業
祭
）」に
出
店

女
性
部
だ
よ
り

青
年
部
だ
よ
り

　

11
月
４
日（
土
）、
11
月
５
日（
日
）

の
２
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た

「
宮
の
市（
商
業
祭
）」に
出
店
し
ま

し
た
。

　

女
性
部
の
ブ
ー
ス
で
は
、
恒
例
の

「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」と「
食
品
販

売
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部 

「
第
37
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

ぐ
ん
ま
沼
田
大
会
」が
10
月
27
日

（
金
）
～
28
日（
土
）、
群
馬
県

沼
田
市
で
開
催
さ
れ
、
関
東
エ

リ
ア
か
ら
２
、５
１
７
人
が
登

録
参
加
。
当
所
青
年
部
か
ら
は
、

坂
本
会
長
以
下
15
人
で
登
録
参

加
し
ま
し
た
。

（
運
営
専
務　

髙
橋　

裕
樹
）

　
「
宮
の
市（
商
業
祭
）」が
11
月
４
日

（
土
）、
11
月
５
日（
日
）に
開
催
さ

れ
、青
年
部
ブ
ー
ス
で
は
、「
み
や
汁
」

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
会
員

が
持
ち
寄
っ
た
雑
貨
や
食
料
品
を
販

売
し
ま
し
た
。
品
数
が
豊
富
で
、

安
く
販
売
し
て
い
る
た
め
、
開
店

早
々
か
ら
お
客
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
例
年
お
越
し
く
だ
さ
る
常

連
の
方
も
お
り
、
時
に
は
お
客
様

と
の
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、
販

売
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

食
品
販
売
で
は
、
お
赤
飯
や
助

六
寿
司
と
い
っ
た
定
番
商
品
の
ほ
か

に
、
お
で
ん
と
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を

販
売
し
ま
し
た
。
特
に
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
は
大
好
評
で
、
焼
き
上
が
る

の
を
待
つ
お
客
様
が
列
を
な
し
、

あ
っ
と
い
う
間
に
完
売
と
な
り
ま
し

た
。

　

せ
わ
し
な
く
過
ぎ
た
2
日
間
で

し
た
が
、
お
客
様
の
喜
ぶ
顔
を
見

る
と
、
疲
れ
も
吹
き
飛
ん
で
し
ま

い
ま
し
た
。

（
事
業
委
員
長　

西
岡　

美
沙
）

「
塩
お
む
す
び
」「
地
酒
」、
さ
ら

に
創
立
35
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

「
体
験
！
キ
ッ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」と

題
し
、
働
く
こ
と
の
喜
び
を
感
じ

て
も
ら
う
体
験
ブ
ー
ス
を
出
店
し

ま
し
た
。

　

ど
れ
も
大
好
評
で
し
た
。
遊
び

に
来
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ

ま
に
青
年
部
一
同
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

（
街
づ
く
り
委
員
会　

委
員
長　

梅
田　

賢
一
、

  
あ
り
が
と
う
35
周
年
委
員
会　

委
員
長　

浜
野　

達
哉
）

　

宇
都
宮
珠
算
連
盟
主
催（
田
中
昇

会
長
）の
全
国
そ
ろ
ば
ん
コ
ン
ク
ー

ル
宇
都
宮
大
会
が
、
11
月
23
日（
木
）

に
当
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
中
学
生
を
中
心
に
１
４
３
人
が
参

加
し
、
個
人
８
部
門
、
団
体
２
部
門
に

分
か
れ
て
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

個
人
競
技
・
小
学
生
の
部「
そ
ろ

ば
ん
宇
都
宮
一
」は
矢や

べ部
ひ
か
り
さ
ん

（
宮
原
珠
算
塾
）、
中
学
生
の
部「
そ

　

平
成
34（
２
０
２
２
）年
に
栃
木
県

で
開
催
さ
れ
る
第
77
回
国
民
体
育
大

会（「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
」）。

正
式
競
技
37
、
特
別
競
技
１
、
公
開

競
技
５
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

ス
ポ
ー
ツ
11
が
行
わ
れ
る
予
定
で
、

そ
の
う
ち
宇
都
宮
市
で
は
総
合
開
会

式
・
閉
会
式
と
14
競
技
の
開
催
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
会
を
実
施
し
成
功
に
導
く
た
め

の
組
織
で
あ
る「
第
77
回
国
民
体
育

大
会
宇
都
宮
市
準
備
委
員
会
」（
以

ろ
ば
ん
宇
都
宮
一
」は
武た

け
い
し石
心こ

は
る花
さ
ん

（
簗
瀬
珠
算
学
校
）、
団
体
競
技
・
小

学
生
の
部
は
岩
瀬
珠
算
錬
成
塾
、
中

学
生
の
部
は
簗
瀬
珠
算
学
校
が
そ
れ

ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。
競
技
終
了
後

は
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る
参
加
者
全

員
に
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
を
実

施
し
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
後
、

コ
ン
ク
ー
ル
を
終
了
し
ま
し
た
。

下「
準
備
委
員
会
」）の
設
立

総
会
お
よ
び
第
１
回
総
会
が
、

11
月
17
日（
金
）午
前
10
時
30

分
か
ら
宇
都
宮
市
内
の
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
出
席
者
は
宇
都
宮

市
長
・
市
議
会
議
員
や
宇
都

宮
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団

体
、
経
済
団
体
な
ど
、
ま
さ

に
オ
ー
ル
宇
都
宮
。
当
所
か

ら
は
発
起
人
で
も
あ
る
関
口

会
頭（
代
理
：
檜
原
貞
亮
常

務
理
事
）が
出
席
し
ま
し
た
。

　

設
立
総
会
で
は
発
起
人
会

を
代
表
し
て
、
佐
藤
栄
一
宇

都
宮
市
長
が
議
事
進
行
を
行

い
ま
し
た
。
国
体
開
催
に
関

す
る
報
告
や
準
備
委
員
会
推
進
体

制
な
ど
の
議
決
を
経
て
準
備
委
員

会
が
設
立
す
る
と
、
続
い
て
第
１

回
総
会
も
開
催
し
、
基
本
方
針
な

ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

準
備
委
員
会
は
常
任
委
員
会
や

専
門
委
員
会
を
設
置
し
、
宇
都
宮

市
に
お
け
る
国
体
開
催
の
中
心
組

織
と
し
て
活
動（
２
年
後
に
は
実
行

委
員
会
に
改
組
予
定
）す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

２
０
１
７
年
全
国
そ
ろ
ば
ん
コ
ン
ク
ー
ル

宇
都
宮
大
会
を
開
催
！

平
成
34
年「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
」成
功
の
た
め
に

準
備
委
員
会
が
設
立

　

小
規
模
事
業
者
を
除
く「
容
器
」

「
包
装
」（
商
品
の
容
器
お
よ
び
包
装

自
体
が
有
償
で
あ
る
場
合
を
含
む
）

を
利
用
し
て
商
品
を
販
売
す
る
事
業

者
、
容
器
を
製
造
・
輸
入
す
る
事
業

者
の
方
は
、「
特
定
事
業
者
」と
し
て

再
商
品
化
委
託
の
申
し
込
み
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
期
間

平
成
29
年
12
月
11
日（
月
）
〜

平
成
30
年
２
月
９
日（
金
）

■
受
付

書
類
に
よ
る
申
込
は
、
当
所
地
域
振

興
部
に
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
申
込
は
、

日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.jcpra.
or.jp

）か
ら
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

◎
特
定
事
業
者
で
あ
る
か
の
判
断
等

の
ご
相
談

日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
３-

５
２
５
１-

４
８
７
０

◎
委
託
申
込
関
係
書
類
の
請
求

日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

☎
０
３-

５
６
１
０-

６
２
６
１

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
・
再
商
品
化
委
託
申
込
の
受
付
開
始

地
域
振
興
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

２
０
１
７
年
全
国
そ
ろ
ば
ん
コ
ン
ク
ー
ル
宇
都
宮
大
会

国
体
宇
都
宮
市
準
備
委
員
会
設
立
総
会

11月17日の第77回国民体育大会宇都宮市準備委員会総会
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中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

経
営
の
先
行
き
に
不
安
を

感
じ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
は
、

中
小
企
業
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組

み
を
支
援
す
る
た
め
都
道
府
県
ご
と

に
設
置
さ
れ
て
い
る
公
正
中
立
な
公

的
機
関
で
す
。

　

事
業
の
収
益
性
は
あ
る
が
、
財
務

上
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
中
小
企
業

を
対
象
に
、き
め
細
か
い
経
営
相
談
・

再
生
支
援
を
行
い
ま
す
。

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
0- 

4
1
1
0

問合せ

第一次対応第二次対応

企
業
再
生

専
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

窓
口
相
談

●	

財
務
諸
表
等
に
よ
り
現
状
分
析

●	

支
援
施
策
の
紹
介

●	

企
業
再
生
の
可
能
性
の
検
討

専
門
家
チ
ー
ム
が

再
生
計
画
の
策
定
を
支
援

●	

再
生
手
法
の
検
討
→
再
生
計
画

　
の
策
定

●	

債
権
者
間
調
整
〜
合
意

※金融機関も独自に中小企業支援コンサルティングを行っており、その過程で再生支援協議会
　を紹介されることもあります。

再
生
計
画
を
策
定
し
て

金
融
機
関
と
の
調
整
が
必
要
な
場
合

再
生
計
画
ス
タ
ー
ト

● 

再
生
計
画
の
進
捗
状
況
を
サ
ポ
ー
ト

　

こ
の
制
度
は
、
当
所
の
推
薦
に
よ

り
、
取
引
金
融
機
関
か
ら
の
事
業
資

金
の
借
入
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

【
ご
利
用
で
き
る
方
】

栃
木
県
内
で
同
一
事
業
を
１
年
以
上

営
み
、
一
定
の
推
薦
要
件
を
満
た
し

て
い
る
会
員
事
業
所

【
借
入
限
度
額
】

5
0
0
万
円
ま
た
は
平
均
月
商
の

3
倍
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額（
た
だ

し
設
備
資
金
は
5
0
0
万
円
ま
で
）

【
保
証
期
間
】  

10
年
以
内　
　
　

【
借
入
利
率
】金
融
機
関
所
定
利
率

【
信
用
保
証
料
】

年
0.
4
5
％
～
1.
9
0
％

【
担
保
・
保
証
人
】

担
保
不
要
、
保
証
人
は
原
則
と
し
て

不
要（
法
人
代
表
者
を
除
く
）

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え
な

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

商
工
い
き
い
き
特
別
保
証

経
営
支
援
部
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市
内
金
融
機
関
、 

信
用
保
証
協
会
と
連
携

　

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
事
業
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
に

よ
る
次
世
代
へ
の
経
営
資
源
の
ス

ム
ー
ズ
な
承
継
を
支
援
す
る
た
め
、

当
所
が
国
か
ら
委
託
を
受
け
た
公

的
機
関
で
す
。

　
「
親
族
内
に
後
継
者
が
い
な
い
」

「
事
業
承
継
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い
」

「
事
業
を
売
却
し
た
い
」な
ど
、
事

業
承
継
に
関
す
る
悩
み
を
お
持
ち

の
経
営
者
は
、
相
談
無
料
、
秘
密

厳
守
で
専
門
家
が
対
応
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
承
継
対
策
は
お
早
め
に
!!

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

（
栃
木
県
産
業
会
館
８
Ｆ
）

☎
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4
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問合せ 第二次対応

①
Ｍ
＆
Ａ
仲
介
機
関
あ
る
い
は
、
専

　
門
家
を
紹
介

②
Ｍ
＆
Ａ
の
成
約
に
向
け
た
具
体
的

　
な
取
り
組
み
を
開
始

第一次対応

①
会
社
の
状
況
や
相
談
者
の
意
向
を

　
伺
い
、
専
門
家
が
ア
ド
バ
イ
ス

②
今
後
の
対
応
方
法
や
進
め
方
等
、

　
様
々
な
情
報
や
判
断
材
料
を
提
供

Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
支
援
を
希
望
さ
れ
る
場
合

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
ｅ-

天
地
人
」

　

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン「
ｅ-

天
地
人
」

を
、
月
2
回（
5
日
・
20
日
）配
信

し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
地
域
の
経
済
ニ
ュ
ー
ス
や

イ
ベ
ン
ト
情
報
、
経
済
・
経
営
に
関

す
る
最
新
の
お
役
立
ち
情
報
、
セ

ミ
ナ
ー
・
講
座
・
講
習
会
や
各
種

検
定
試
験
情
報
、
各
種
会
員
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
商
工
会
議
所
事
業
の

ご
案
内
で
す
。

　

購
読
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
受
信
料
は
無
料（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
接
続
料
は
、
各
自
ご
負
担
く
だ
さ

い
）。

※
ご
登
録
後
の「
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

変
更
」「
配
信
停
止
」に
つ
い
て
は
、

お
手
数
で
す
が
当
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、

ご
登
録
で
き
ま
せ
ん
。
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マ
ル
経
融
資
制
度（
小
規
模
事
業

者
経
営
改
善
資
金
）は
、
経
営
改
善

を
図
ろ
う
と
す
る
小
規
模
事
業
者
の

方
々
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
、

商
工
会
議
所
の
推
薦
に
よ
り
、
無
担

保
・
無
保
証
人
、
低
金
利
で
融
資
が

受
け
ら
れ
る
国（
日
本
政
策
金
融
公

庫
）の
公
的
融
資
制
度
で
す
。

■
ご
利
用
で
き
る
方

◎ 

従
業
員
数
が
製
造
業
・
建
設
業

等
は
20
人
以
下
、
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
は
５
人
以
下（
宿
泊
業
・

娯
楽
業
は
20
人
以
下
）の
方

※ 

事
業
主
、
家
族
従
業
員
、
臨
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
法
人
の

役
員
は
除
く（
法
人
役
員
の
家
族
従

業
員
は
従
業
員
と
み
な
し
ま
す
）

◎ 
宇
都
宮
商
工
会
議
所
管
内
で
１
年

以
上
営
業
し
て
お
り
、
商
工
会
議

所
の
経
営
指
導
を
６
カ
月
以
上

受
け
て
い
る
方

◎ 

所
得
税
ま
た
は
法
人
税
、
事
業

税
、
住
民
税（
県
民
税
・
市
民
税
）

等
を
完
納
し
て
い
る
方

※ 

日
本
政
策
金
融
公
庫（
国
民
生
活

事
業
）の
非
対
象
業
種
の
方
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

マ
ル
経
融
資

無
担
保・無
保
証
人・低
金
利
の
融
資
制
度　

国
の
マ
ル
経
融
資
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

経
営
支
援
部
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■
融
資
の
流
れ

■
融
資
の
条
件

※お申し込みから融資実行までに３週間程度かかります。
※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

資金の貸付

小
規
模
事
業
者

商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
員
が
実
訪
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

推    

薦

相
談・申
込

担保・保証人

不  要
（信用保証協会の保証も不要）

返済期間

利率融資限度額

運転資金 : 7年以内
（うち据置 1年以内）

設備資金 : 10年以内
（うち据置 2年以内）

1.11％
（平成29年11月30日現在）
※金利は金融情勢により

変動します

 2,000万円
※1,500万円を超える場合は
　 事業計画書等の提出が必要

経
営
支
援
部
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帳
簿
の
付
け
方
や
源
泉
徴
収
事
務
に

不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

「
商
工
会
議
所
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」を

ご
活
用
く
だ
さ
い

記
帳
継
続
指
導
（
年
末
調
整
）

　

帳
簿
の
記
帳
は
、
自
社
の
経
営
状

況
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
に
は
必

須
で
あ
り
、
財
務
分
析
や
経
営
計
画

の
立
案
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
経

営
判
断
を
行
う
基
礎
資
料
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
従
業
員
が
い
る
事
業
所

で
は
源
泉
徴
収
し
た
所
得
税
を
納
付

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

当
所
で
は
個
人
事
業
者
の
皆
さ
ま

を
対
象
に
、
年
間
を
通
し
て
現
金
出

納
帳
や
経
費
帳
な
ど
の
各
種
帳
簿
の

記
帳
方
法
や
源
泉
徴
収
事
務
な
ど
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
源
泉
徴
収
し
た
所
得
税
お
よ
び
復

興
特
別
所
得
税
は
、
原
則
と
し
て
給

与
な
ど
を
支
払
っ
た
月
の
翌
月
10
日

ま
で
が
納
期
限
で
す
。
た
だ
し
、
納

期
の
特
例
を
受
け
て
い
る
源
泉
徴

収
義
務
者
の
納
期
限（
平
成
29
年
7

月
〜
12
月
分
）は
平
成
30
年
1
月
22

日（
月
）で
す
。
な
お
、
平
成
29
年

1
月
〜
12
月
に
支
払
っ
た
給
与
の
年

末
調
整
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
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商
工
会
議
所
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　

当
所
で
は
、
会
員
事
業
所
は
じ
め

地
域
事
業
者
向
け
に
有
益
な
情
報
を

タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供
す
る「
商
工
会

議
所
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」を
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

本
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、
商
工

会
議
所
お
よ
び
行
政
機
関
等
が
作

成
し
た
中
小
企
業
の
経
営
に
役
立

つ
各
種
資
料
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ご
利
用
の
際
は
、
当
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.u-cci.or.jp

）

で「
商
工
会
議
所
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」バ

ナ
ー
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
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本
誌『
天
地
人
』の 

一 

部
記
事
を
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
天
地
人

　

会
員
の
皆
さ
ま
に
毎
月
お
届
け
し

て
い
る
、会
報
「
天
地
人
」（
８
０
０
０

部
発
行
）
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
一
部

が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
ら
れ
ま

す
。

　
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
天
地
人
」
の
内
容
は
、

毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
掲
載
し
て
い

る
「
巻
頭
特
集
」
や
、
歴
史
的
読

み
物
「
ふ
る
さ
と
歴
史
民
俗
散
歩
」、

そ
し
て
シ
リ
ー
ズ
で
連
載
し
て
い

る
「
社
是
・
社
訓
は
企
業
の
原
点
」

な
ど
、
本
誌
で
人
気
の
高
い
記
事

の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
で
す
。
連
載
記

ま
す
。
毎
月
会
員
企
業
な
ど
に
確

実
に
届
く
媒
体
で
す
の
で
、
広
告

効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。
貴
社
の

事
業
や
商
品
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル

と
し
て
、
積
極
的
に
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　
「
天
地
人
」
に
は
、
会
員
の
皆
さ

ま
の
情
報
を
読
者
に
お
伝
え
す
る

「
会
員
情
報
局
」
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
掲
載
申
込
書
も
、
本
サ

イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

の
で
、
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
前

事
を
見
逃
し
て
し
ま
っ
た
時
や
、
歴

史
的
な
も
の
を
調
べ
る
際
に
も
便
利

に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
掲

載
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
で
す
の
で
、
会
報

掲
載
時
と
同
じ
レ
イ
ア
ウ
ト
で
閲
覧

が
可
能
。
も
ち
ろ
ん
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
印
刷
し
、
じ
っ
く
り
読
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
（
印
刷

サ
イ
ズ
は
、
プ
リ
ン
タ
ー
の
性
能
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
）。

　

ま
た
、「
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
広
告
」「
記

事
型
広
告
」「
折
込
チ
ラ
シ
」
な
ど

の
広
告
等
の
ご
案
内
も
掲
載
し
て
い

号
ま
で
の
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す

が
、最
新
号
の
会
報
「
天
地
人
」
は
、

引
き
続
き
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
届
け

し
ま
す
。

　

電
子
メ
ー
ル
で
お
届
け
し
て
い
る

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
e-

天
地
人
」

と
も
ど
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
た
情
報
提
供
を
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
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◎会報「天地人」ホームページ

http: //www.u - t ench i j i n. com
（商工会議所ホームページのトップページからも見ることができます）

研
修
会・社
内
会
議
な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

　

当
所
で
は
、
会
員
お
よ
び
商
工
業

者
の
皆
さ
ま
に
、
セ
ミ
ナ
ー
、
講
習

会
、
研
修
会
、
社
内
会
議
な
ど
を
開

催
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
会
議
室

の
貸
出
を
し
て
い
ま
す
。

　

約
60
〜
70
人
収
容（
教
室
型
）で
、

テ
ー
ブ
ル
、
イ
ス
が
8
月
に
新
し
く

な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
以
上
に
利
用

し
や
す
い
会
議
室
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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会
議
室
の
貸
出　

約７０人収容（教室型）の貸会議室

収容人数

申込方法

駐車場

約60～70人
（教室型）

会議室の貸出概要

備    品

その他

机、椅子、マイク、黒板、
ホワイトボード、スクリーン

・公の秩序または善良な風俗を乱す恐れがあるとき
・施設または付属設備をき損し、または汚損する恐れがあるとき
・物品販売および展示、会員勧誘、またはこれに類似する恐れがあるとき
・政治的、宗教的活動にわたる恐れがあるとき　・その他管理上支障があるとき
・机等を移動させた場合は、現状復帰とする

●予約については、３カ月以内とさせていただきます。
●会議室の空き状況を電話でご確認の上、ご予約ください。
●使用規則・同意書・申込書は、ＦＡＸまたは郵送させていただきますので、
 　電話予約時にお申し出ください。
※ホームページ（http://www.u-cci.or.jp/kaigisyo/kashikaigishitsu/）から
  ダウンロードもできます。
〈申し込み：　総務部　TEL 028-637-3131　FAX 028-634-8694〉

次の場合には使用をお断りし、また使用中であっても注意させていただきます。

※使用できるのは、平日の昼間のみです（夜間、土日祝祭日は使用できません）。 　※準備・片付けは使用時間に含みます。

会議室の使用時間・料金（税込）

使用時間区分 9:00～17:00

10,800円

16,200円

9:00～12:00

5,400円

8,640円

13:00～17:00

5,940円

9,720円

１日 午前 午後

会員料金

非会員料金

栃木県産業会館入居団体全体の駐車場となっており、多数のお客さまが
ご利用されますので、駐車できない場合があります。
公共交通機関をご利用いただくか、満車の場合は、近隣の有料駐車場を
ご利用ください。■企業年金相談

相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 企業年金、退職金制度導入、組み換えなど
相談員	 栃木県ファイナンシャル・プランナーズ協同組合員
問合せ	 総務部

■税務相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員	 税理士　
問合せ	 経営支援部

■個人情報保護法対策相談
内　容	 個人情報の安全管理と社内整備、適法・不適法確認と
 　　　   改善策、漏えい賠償保険のリスク診断、有事の対応など
受付・回答   「個別相談」受付カードにより相談申込を受付、�相談員を
　　　　派遣またはFAX・電話で迅速に回答
相談員	 協力保険会社のスタッフ・コンサルタント　
問合せ	 総務部

■法律相談（毎月第2火曜日）
日　時	 12月12日、1月9日　午後１時30分〜４時30分
受　付	 午後1時〜3時（先着10人まで）
内　容	 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、�不渡手形の処理方法、
	 従業員の交通事故、不動産取引など
相談員	 弁護士	
問合せ	 経営支援部

■1日知財窓口（毎月第3金曜日・要予約）
日　時	 12月15日、1月19日　午後１時３０分～４時３０分
受　付	 午後１時〜４時
内　容	 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員	 弁理士	
問合せ	 経営支援部
※事前に栃木県産業振興センター
　（☎028-670-2617）への予約が必要です。

専 門 相 談

無料の専門相談です。
弁護士や弁理士などの
各分野の専門家が、
悩みを解決します。

法律相談・ 1 日知財窓口
会場 ： 宇都宮商工会議所
☎028-637-3131

相談
無料
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17,749

21,682

12,476

32,154

16,742 12,556 8,370 4,185

24,115 16,077 8,038

9,357 6,237 3,118

16,261 10,841 5,420

5,754 4,316 2,877 1,439

3,820 2,866 1,910 956

7,954 5,965 3,977 1,988

4,716 3,538 2,358 1,180

13,312 8,874

23.11%

31.40%

27.20%

33.69%

29.57%

6,656 4,437 2,218

ふれあい共済利益配当金一覧 (平成28年10月1日～平成29年9月30日)　　
（単位：円）

平成29年度宇都宮市商店街連盟加盟商店街・賛助会員の年末年始イベント情報

商店街名・大型店名 イベント名 内　容 期　間 会　場

  （平成29年11月28日現在） ※イベント内容は予告なく変更になる場合がございます。

1/30～2/6

1/10～1/17

1/2

1/1～17

1/1

11時～・14時～
1/2

11時～・12時～
1/1

10時～12時
1/1

※最終日は16時閉場
10時～19時
12/27～1/8

14時～・16時～
12/23

1/9～1/31

1/2～1/8

12/29～12/31

12/22～12/25

12/15～12/17

1/15まで

1/15まで

8時～20時
12/20

12/2～12/24

12/23

12/16～12/17

12/9、1/13

11/28～1/18

５Ｆイベントプラザ

５Ｆイベントプラザ

全館各所

㈱パルコ宇都宮店

㈱パルコ宇都宮店

３Ｆ大催事会場前特設会場

１Ｆアトリウム

１Ｆ南エスカレーター入口

３Ｆ大催事会場

２Ｆサウスの泉　特設会場

パセオ本館２Ｆ

パセオ全館

パセオ本館１Ｆ

２Ｆとちぎグランマルシェ前
特設会場

１Ｆえきの市場

中心商店街

東武馬車道通り

雀宮地区市民センター前市道
（歩行者天国にて実施）

各加盟店

宇都宮市中心部各コース

オリオン通り曲師町アーケード内

宇都宮アート＆スポーツ専門学校横
オリオン通りイベント広場

商店街内宇都宮大学前商店会

オリオン通り曲師町商業㈿

雀宮日の出通り商店会

東武馬車道通り商店街(振)

NPO法人
宇都宮中心商店街活性化委員会

㈱東武宇都宮百貨店

㈱パルコ宇都宮店

㈱福田屋百貨店　宇都宮店

宇都宮ステーション開発㈱
（宇都宮駅ビルPASEO）

バンバ通り商店街
オリオン通り曲師町商業㈿

二荒通り商店街、馬場町通り商店街
日野町商店街(振)、鉄砲町商店会

馬場南通り会、互運会
みはし通り商店会、㈱宇都宮パルコ
MEGAドン・キホーテラパーク宇都宮店
宇都宮表参道スクエアテナント会、

宇都宮屋台横丁

バンバ通り商店街

第13回新潟・長野物産展

第19回日本の味と技展

新春福袋販売

グランバザール

福袋販売

涼風花 
書道パフォーマンス＆書初め教室

新春餅つき初め＆振る舞い

小松流今泉新町お囃子会

寿司・ラーメン食べ比べとうまいもの市

クリスマスハンドベルコンサート

パセオクリアランスセール

パセオ・ザ・バーゲン

〆の大市

クリスマスステーション2017

冬の大得市

中心商店街イルミネーション

イルミネーション「光の並木路」

暮市

バンバ歳末宝くじ2017

サンタdeラン2017

オリオン・わくわくマーケット

健康ダンス

イルミネーション点灯

新潟・長野両県自慢の
食品と工芸品をご紹介します。

日本各地の美味や工芸品を
取り揃え、展開します。

全館各所にて選りすぐりの福袋を展開します。

半期に１度のバーゲンセール

初売り福袋

美人すぎる書道家「涼風花」による
新春書道パフォーマンスを開催

福原餅つき唄保存会の皆さんによる
新春餅つき初めと振る舞い

小松流今泉新町お囃子会の皆さんによる
お囃子演奏

寿司・ラーメンの食べ比べなど

作新学院大学女子短期大学部
ハンドベルクワイア

衣料品最終値下げセール！

福袋や衣料品のセールを実施！

年の瀬のごちそうを超特価で販売！

クリスマスケーキやチキンを
2Fとちぎグランマルシェ前特設会場にて臨時販売！

パセオ１Ｆえきの市場にて
大変お得な冬の大得市を開催！

イルミネーション装飾

街路灯へのイルミネーション装飾

露店30店、フリーマーケット10店が出店

パルコ賞 5,000円 商品券 10本
みやスク賞 5,000円 商品券 20本
２等  5,000円 現金 40本
１等 10,000円 現金 10本
特賞 100,000円 現金 1本

【賞品内容】

子どもの貧困撃退
チャリティーラン＆ウォーク

買って楽しむもよし、出店側で楽しむもよし。
ハンドメイド・野菜・果物のフリーマーケット。

学生のリードで一緒に
楽しく体を動かして楽しんでください。

ヒット曲など音楽に合わせて体を動かします。

商店街内防犯灯にイルミネーションを点灯
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 「天地人」 広告の申し込み・問合せは
 有限会社 随想舎

☎028-616-6605 5028-616-6607
有限会社  栃木広告社

☎028-639-1115 5028-639-1116

入会希望事業所を
ご紹介ください

−がんばる経営をお手伝いします−
宇都宮商工会議所　総務部

☎028-637-3131 5028-634-8694

チラシ・カタログ展示
コーナーのご案内

当所入口で
PRしませんか

※ご希望の方は、
総務部までご連絡ください。

申込書を FAX で送信します。

会員企業展示コーナー
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会員登録情報の変更について
変更がありましたらご一報ください！
　社名・支店名などの事業所名の変更、事業所または事務
所の移動による住所の変更、代表者または支店長の変更な
どが生じました場合には、総務部会員担当まで、ご連絡を
お願いします。
〈 問合せ〉　総務部 ☎028-６３７-３１３１

業種
コンサルティング 代表   安田真知子 さんココナッツクラッシャー
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選者  荒井 宗明 氏
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武
田 

双
雲

　1975 年熊本生まれ。東京理科大学を卒業
後ＮＴＴに就職、約３年後に書道家として
独立。ＮＨＫ大河ドラマ「天地人」や世界
遺産「平泉」、世界一のスパコン「京」など
数々の題字を手がける。独自の世界観で全
国で個展を開催。作品集『たのしか』『絆』
など著書は 40 を超える。 書道教室には約
300 人の門下生が通う（2005 年新規募集締
め切り）。2013 年度、文化庁から文化交流
使に任命され、ベトナム～インドネシアに
て活動するなど、世界各国からさまざまな
オファーを受ける。
公式ブログ「書の力」  http://ameblo.jp/souun/
公式サイト　http://www.souun.net/
感謝 69　http://kansha69.com/

武田  双雲 ／ たけだ・そううん

〈 プロフィール 〉

◎栃木県立博物館 ☎028-634-1311�
テーマ展「おじいさんやおばあさんの子どものころの暮らし」
2018年4月8日（日）まで
　関連講座として民話語りが1月6日（土）から3月24日（土）までの
毎週土曜日午後2時半～3時まで行われる。（同館パンフより）
一般=250円／大・高校生=120円／中学生以下無料

◎宇都宮美術館 ☎028-643-0100
企画展「灰野文一郎展」
2018年1月28日（日）～4月15日（日）
大正期より宇都宮に在住し、この土地の風景や静物など、身近な主
題を描いた。1936年文展鑑査展に初入選を果たした。宇都宮や
那須、日光の風景を描き続けた氏の回顧展。（同館HPより）
一般=600円／大高生=400円／小・中学生=200円

◎栃木県立美術館 ☎028-621-3566
企画展「共鳴する魂　関谷富貴と小山田次郎」
12月24日（日）まで
　戦後の日本で鮮烈な作品を生んだ二人の表現者が初めて出会う。
栃木県北地方にゆかりのある二人は生前出会うことはなかった。異な
る道を歩みながらも通底するところの作品を対比する。（同館HPより）
一般＝700円／大高生＝400円／中学生以下無料応募先 〒320−0806 宇都宮市中央3 -1- 4　

宇都宮商工会議所 会報「天地人」係　E-Mail:info@u-cci.or.jp
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には使用しません。

A
か
ら
H
の
文
字
を
並
べ
替
え
て
、あ
る
言
葉
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い

〈
ヒ
ン
ト
〉最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ブ
ロ
グ
な
ど
を
使
っ
た
発
信
で
影
響
力
の
あ
る
人
の
言
い
方

1.
2.
3.
4.
5.
6.
9.
13.
15.
16.
18.
20.
21.

1.
5.
7.
8.
10.
11.
12.
13.
14.
15.
17.
19.
21.
22.
23.
24.

冬の風雪を防ぐために建物や植木のまわりに作るかこい
「水俣病」の苦悩を描いた石牟礼道子の名著
冬の北陸の海の幸「寒○○」
ミャンマーで混乱の元になっている「○○○○○民族」問題
おせち料理に入っていたり、正月の空に舞ったり……
今年のノーベル文学賞受賞作家は日系のカズオ・○○○○氏
ウメボシなど酸っぱい食べ物を見ると思わず口の中に出てきます
最近スシローと統合の検討に入った寿司チェーン店
スペインのアンダルシア地方で産する白ブドウで作った○○○○酒
ことわざ「○○の上にも三年」
ニュージーランドに生息する飛べない鳥。この名の果物も美味
主に西日本では「にぼし」をこう言います
「君の言い方はいちいち○○に障って不快になるね」などと

正月初売りの目玉の○○○○○詰めの作業で商店の年末は大忙し
縁起物の魚の代表と言えば？
赤ジソの葉を乾燥させ粉末にした食べもの
転居、転宅の別の言い方。「宿替え」とも
一昔前の日活映画で流行った呼称「タフ○○」「マイト○○」など
ダンス競技のひとつ。キューバ発祥の活気に満ちた踊り
石川啄木の和歌「東海の○○○の磯の砂浜に……蟹とたはむる」
岐阜県中東部にある名湯「○○温泉」
愛媛県の古称は？
最近○○○○を酷使したり、不当な待遇をするブラック企業が増加
西洋画の透視図法を用いて情景が浮き出て見えるように描いた浮世絵
「お前は勘当だ。二度と我が家の○○○はまたがせない！」などと
生産設備が実際に稼働している比率
鉱石や石炭を選鉱・選炭した後に出る廃石。「ボタ山」はこれの山
アルファベットの５番目の文字は？
柔道着や剣道着に利用される厚手の着衣

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え : 

ミ
ン
ジ
サ
イ
セ
イ

●	

回
答
を
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
し

　

上
げ
ま
す
。

	

締
め
切
り
12
月
31
日
到
着
分
ま
で
。

	

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

世
界
中
に
フ
ァ
ン
の
い
る
ア
メ
リ
カ

の
ホ
ラ
ー
小
説
家
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・

キ
ン
グ
。
こ
の
11
月
に
も
、
彼
の
小
説

を
原
作
と
し
た
映
画『
Ｉ
Ｔ（
イ
ッ
ト
）』

が
封
切
ら
れ
た
ば
か
り
で
す
。

　

本
書
は
、
ホ
ラ
ー
の
大
家
キ
ン
グ
が
、

小
説
・
映
画
・
コ
ミ
ッ
ク
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
に
お
け
る
ホ
ラ
ー
を
論
じ
た
も

の
。
副
題
は「
恐
怖
に
つ
い
て
の
10
章
」。

７
０
０
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
大
著
で
す
が
、

く
だ
け
た
表
現
と
キ
ン
グ
自
身
の
思
い
出

を
お
り
ま
ぜ
た
内
容
な
の
で
、
ホ
ラ
ー
小

説
に
興
味
の
あ
る
人
は
苦
労
無
く
通
読
で

き
る
で
し
ょ
う
。
夜
長
の
こ
の
ご
ろ
時
間

が
経
つ
の
も
忘
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。

　

フ
ァ
ン
な
ら
ず
と
も
、
広
範
な
知
識

と
ま
れ
に
見
る
毒
舌
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
原
著
は
１
９
８
１
年
出
版

で
す
が
、
現
在
も
古
さ
を
感
じ
さ
せ
ま

せ
ん
。

『
死
の
舞
踏
』

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
キ
ン
グ 

［
著
］

安
野 

玲 

［
訳
］

ち
く
ま
文
庫

１
５
０
０
円
＋
税

「仕事」

〈所在地〉
宇都宮市鶴田町

☎090-4365-1300
メール：unity_m@mac.com

HP：http://www.coconutcrusher.com
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十
二
月
十
五
日（
金
）　

宇
都
宮
二
荒
山
神
社
冬
渡
祭（
宇
都
宮
市
）

　

お
た
り
や
と
呼
ば
れ
る
神
事
。
無
病
息
災
、

家
内
安
全
を
願
っ
て
古
い
御
札
を
燃
や
す
お

焚
き
上
げ
が
行
わ
れ
る
。
正
月
十
五
日
に
は
、

春
渡
祭
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
両
日
に
は
田
楽

舞
が
拝
殿
前
で
舞
わ
れ
、
夕
刻
か
ら
は
神
輿

渡
御
が
行
わ
れ
る
。

十
二
月
三
十
一
日（
日
）　

大
岩
山
毘
沙
門
天
悪
口
ま
つ
り（
足
利
市
）

　

大
晦
日
の
晩
か
ら
新
年
に
か
け
て
行
わ
れ
る
。

一
年
間
の
憂
さ
を
晴
ら
す
た
め
に
、「
ば
か
や

ろ
う
」な
ど
悪
口
を
言
い
な
が
ら
参
拝
す
る
。

二
○
一
八
年

一
月
一
日（
月
）　

大
岩
山
毘
沙
門
天
滝
流
し
の
式（
足
利
市
）

　

護
摩
焚
き
に
よ
る
御
札
の
祈
祷
が
行
わ
れ
、

新
年
に
な
る
と
読
経
の
中
、
祈
願
者
の
頭
上

か
ら
僧
侶
に
よ
り
神
酒
が
注
が
れ
る
。

一
月
三
日（
水
）　

外
山
毘
沙
門
天
縁
日（
日
光
市
日
光
）

　

標
高
八
百
八
十
メ
ー
ト
ル
の
外
山
山
頂
に

祀
ら
れ
る
毘
沙
門
天
に
、
深
夜
零
時
か
ら

登
拝
し
、
ご
来
光
を
拝
み「
火
防
」の
御
札

や｢

福
銭｣

を
授
か
る
も
の
。

一
月
四
日（
木
）　

日
光
二
荒
山
神
社
武
射
祭（
日
光
市
中
宮
祠
）

　

中
宮
祠
上
神
橋
で
行
わ
れ
る
。
二
荒
山
の

神
と
赤
城
山
の
神
が
争
っ
た
と
い
う
神
話
に

由
来
す
る
祭
。
衣
冠
束
帯
の
神
官
た
ち
が
赤

城
山
め
が
け
て
矢
を
射
り
、
悪
魔
祓
い
を
行

な
う
。

宇
都
宮
伝
統
文
化
連
絡
協
議
会
顧
問  

柏
村  

祐
司

第14 回

●ビジネススケジュール●　宇都宮商工会議所カレンダー 201712月〜    20181月 師走─睦月

(写真提供：柏村祐司 『栃木の祭り』より)

　

古
賀
志
山
中
に
あ
る
瀧
神
社
の

祭
り
は
、
毎
年
一
月
の
第
二
日
曜
日

に
行
わ
れ
る
。
氏
子
は
十
戸
、
祭

り
参
列
者
も
一
戸
一
人
で
あ
る
か

ら
十
人
と
い
う
少
人
数
で
あ
る
が
、

祭
祀
組
織
を
は
じ
め
、
神
事
終
了

後
の
弓
を
引
く
行
事
、
祭
礼
後
当

番
宿
で
行
わ
れ
る
当
番
引
継
ぎ
式

は
、
民
俗
学
的
に
も
価
値
が
高
い
。

　

瀧
神
社
は
古
賀
志
山
麓
の
唐
沢

組
と
中
島
組
の
本
家
筋
の
家
十
戸

が
祭
祀
す
る
神
社
で
あ
る
。
こ
れ

ら
本
家
筋
の
家
は
、
古
賀
志
町
の

草
分
け
の
家
で
あ
る
。
こ
う
し
た

特
定
の
家
だ
け
で
祭
祀
す
る
組
織
を

「
宮
座
」と
い
い
、
古
い
祭
祀
形
態

を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　

弓
引
き
行
事
は
、
的
場
と
称
す

る
瀧
神
社
境
内
西
側
の
岩
場
に
、

笹
竹
を
立
て
注
連
縄
を
張
っ
た
所

に
的
を
吊
り
下
げ
、
弓
で
矢
を
射

る
も
の
で
あ
る
。
的
は
割
竹
を
平

面
上
に
編
み
、
表
と
裏
に
半
紙
を

貼
り
、
表
に
は
墨
で
同
心
円
を
描

き
裏
に
は「
鬼
」の
文
字
を
墨
書
す

る
。
的
を
吊
る
す
場
合
は
、
鬼
の

文
字
が
逆
さ
に
な
る
よ
う
に
す
る
。

弓
引
き
は
最
初
に
本
当
番
、
次
に

下
番
、
さ
ら
に
本
当
番
、
下
番
が

そ
れ
ぞ
れ
矢
を
二
本
ず
つ
射
る
。

そ
の
後
に
当
番
以
外
の
氏
子
が
射

る
。

　

こ
う
し
た
弓
引
き
の
行
事
は
、

的
へ
の
矢
の
当
た
り
具
合
で
、
そ
の

年
の
吉
凶
等
を
占
う
も
の
で
あ
る
。

神
社
の
祭
り
は
、
本
来
、
神
様
を

招
い
て
願
い
事
を
聞
い
て
い
た
だ
く

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
神
様
は

黙
し
て
語
ら
ず
、
何
か
の
形
で
表

す
。
そ
の
一つ
が
占
い
で
あ
り
、
そ

の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
弓
引
き

が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
矢
の
的
へ
の

当
た
り
具
合
は
、
神
様
の
御
意
思

と
し
て
素
直
に
受
け
入
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
瀧
神
社
の

弓
引
き
で
は
、「
鬼
」に
代
表
さ
れ

る
悪
魔
払
い
を
占
う
も
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
矢
が
的
を
外
れ
た
か
ら
と

いっ
て
素
直
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
。
そ
こ
で
、
矢
が
的
に
当
た
ら
な

い
場
合
に
は
、
石
を
投
げ
て
的
を

打
ち
壊
し
悪
魔
祓
い
が
出
来
た
こ

と
に
す
る
。
瀧
神
社
の
弓
引
き
は
、

年
頭
の
大
事
な
行
事
な
の
で
あ
る
。

　

弓
引
き
後
は
、
本
当
番
宅
で
当

番
引
継
ぎ
が
行
わ
れ
る
。
神
社
や

祭
礼
に
関
す
る
書
類
等
を
本
当
番

か
ら
下
番
に
渡
す
儀
式
で
あ
り
、

こ
の
時
に
酒
宴
が
催
さ
れ
る
。
飯

椀
に
注
い
だ
甘
酒
を
本
当
番
と
下

番
と
の
間
で
酌
み
交
わ
し
、
さ
ら
に

他
の
氏
子
が
同
じ
く
飯
椀
に
注
い

だ
甘
酒
を
回
し
飲
み
を
す
る
。
本

当
番
は
五
杯
、
下
番
は
七
杯
を
飲

み
干
さ
な
け
れ
ば
当
番
引
継
ぎ
に

は
移
れ
ず
、
両
者
が
甘
酒

を
飲
み
干
し
た
と
こ
ろ
で
、

書
類
の
受
け
渡
し
が
行
わ

れ
る
。
こ
の
間
他
の
氏
子

た
ち
は
、
回
っ
て
来
た
飯

椀
の
甘
酒
を
飲
み
続
け
る

の
で
あ
る
。

　

当
番
引
継
ぎ
式
が
完
了
す
る

と
、
今
度
は
本
膳
に
盛
ら
れ
た
ご

馳
走
を
い
た
だ
く
。
内
容
は
飯
椀

に
山
盛
り
に
し
た
白
米
飯
、
汁
椀

に
大
根
の
味
噌
汁
、
坪
椀
に
人
参
・

牛
蒡
の
煮
物
、
平
椀
に
干
瓢・大
根・

里
芋
・
コ
ン
ニャ
ク
の
煮
し
め
、
平
椀

の
蓋
に
は
焼
い
た
塩
引
き
鮭
が
添

え
ら
れ
る
の
が
定
番
で
あ
る
。
甘

酒
だ
け
で
も
腹
一
杯
の
上
に
こ
う

し
た
ご
馳
走
を
平
ら
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
さ
に「
強
飯
式
」で

あ
る
。

　

祭
り
当
番
の
引
継
ぎ
式
に
は
、

瀧
神
社
の
よ
う
に
強
飯
の
風
習
を

伴
う
所
が
多
い
。
我
々
は「
お
も
て

な
し
」の
風
習
を
大
事
に
す
る
が
、

そ
の
基
本
は
食
べ
き
れ
な
い
程
の
御

馳
走
を
出
す
こ
と
に
あ
る
。
日
頃

粗
食
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
裏
返
し
な
の
で
あ
ろ
う
。
強

飯
の
風
習
は
、
お
も
て
な
し
の
風
習

が
強
調
さ
れ
た
も
の
で
も
あ
る
。

　

な
お
、
瀧
神
社
祭
礼
で
は
現
在
、

当
番
引
継
ぎ
の
み
が
行
わ
れ
る
。

祭
り
の
衰
退
が
古
賀
志
に
も
押
し

寄
せ
て
い
る
。

 

古
賀
志
瀧
神
社
祭
礼

「
年
頭
に
弓
を
引
く
神
事
」

的場での
弓引きの

神事

高盛り飯を
いただく
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　人財育成ト㆑ーナー・ビジネスマナー
講師。大学卒業後、日系および外資
系航空会社にて国際線客室乗務員と
して 17 年間勤務。現在は、人財育
成ト㆑ーナーとして接遇サービス、対
人コミュニケーションについての講演・
研修を企業や団体にて行う。客室乗
務員時代に身につけたファーストクラ
ス仕様のサービスを元にした、ユニー
クな研修が好評を博す。年間１８０回
以上の研修と講演をこなす。著書に、
『ファーストクラスに乗る人のシンプル
な習慣』『15 秒で口説く　エ㆑ベー
ターピッチの達人』などがある。

美月　あきこ／みづき・あきこ
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「
第
５
回
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
合
同
プ
レ

ス
発
表
会
」で
発
表
し
た
各
社
と
商
品
を
紹

介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
大
和
電
器
㈱
の
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
「
震
太
郎
」と
宇
都
宮
デ
ー

ト
by
プ
レ
コ
プ
レ
の
新
サ
ー
ビ
ス「
デ
ー
テ
ィ

ン
グ
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

いざ！ という時に命を守る

新しい出会いの場を創る

合同プレス発表会で商品紹介をする
営業部石川さんと技術部藤森さん

合同プレス発表会で
商品紹介をする新國さん

感震ブレーカー「震太郎」

プレコプレのロゴマーク

大和電器株式会社
宇都宮工場

宇都宮デート
byプレコプレ

　

大
規
模
地
震
の
際
に
二
次
災
害

と
し
て
多
く
の
人
の
命
や
財
産
を

奪
う
の
が
、
火
災
で
す
。
特
に
近

年
の
地
震
時
火
災
の
出
火
原
因
と

し
て
、
電
気
関
連
の
火
災
が
支
配

的
な
要
因
に
な
っ
て
お
り
、
対
応

が
不
可
欠
で
す
。

　

大
和
電
器
㈱
が
発
表
し
た「
震
太

郎
」は
、
震
度
５
強
の
地
震
が
発

生
し
た
際
に
漏
電
ブ
レ
ー
カ
ー
を

自
動
で
遮
断
す
る
こ
と
で
、
電
熱

器
具
、
照
明
機
器
、
電
気
配
線
等

が
原
因
で
起
こ
る
電
気
火
災
を
防

止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た

電
気
が
復
旧
し
た
際
に
破
れ
た
電

源
コ
ー
ド
や
可
燃
物
に
接
触
し
た

電
熱
器
具
等
か
ら
火
災
が
生
じ
る

こ
と
も
あ
る
た
め
、
復
電

時
に
瞬
時
に
漏
電
ブ
レ
ー

カ
ー
を
落
と
し
て
復
電
火

災
を
防
止
す
る
機
能
も
持

ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　

同
社
の
平
出
工
場
長
は

「
こ
の
製
品
は
宇
都
宮
工

場
で
企
画
立
案
さ
れ
、
製

品
化
ま
で
こ
ぎ
つ
け
ま
し

た
。
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
宇

都
宮
で
す
」と
胸
を
は
り

ま
す
。

　

技
術
部
の
林
田
係
長
に

よ
れ
ば
、
設
計
に
か
か
っ

た
の
は
今
年
３
月
頃
で
、

７
月
に
は
試
作
品
化
し
た

　
「
最
近
は
婚
活
の

形
も
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
従
来
型
の
お

見
合
い
か
ら
ネ
ッ

ト
婚
活
ま
で
、
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
逆
に
、
迷
っ

た
り
失
敗
し
た
り
す
る
原
因
に
も

な
っ
て
い
ま
す
」と
話
す
、
プ
レ
コ

プ
レ
代
表
で
あ
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
で
も
あ
る
新
國
洋
さ
ん
。
こ

れ
ま
で
に
も
さ
ま
ざ
ま
な「
婚
活

サ
ー
ビ
ス
」に
取
り
組
ん
で
来
た
新

國
さ
ん
が
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
の
が「
デ
ー
テ
ィ
ン
グ
」で
す
。

　
「
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
方
同
士

を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
デ
ー
ト
を
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

登
録
料
は
不
要
、
デ
ー
ト
が
成
立

し
た
場
合
に
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
料
を

お
支
払
い
い
た
だ
く
だ
け
で
す
か

ら
、
他
サ
ー
ビ
ス
と
比
較
し
て
も

大
変
安
価
で
す
。
ま
た
、
登
録
の

前
に
必
ず
面
談
が
あ
り
、
そ
の
際

に
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や
ご
希
望
な
ど

を
う
か
が
い
ま
す
か
ら
、
安
心
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
」

　

サ
ー
ビ
ス
名
の「
デ
ー
テ
ィ
ン

グ
」が
示
す
よ
う
に
、
従
来
の
見
合

い
と
は
違
い
、
最
初
の
出
会
い
を

演
出
す
る
の
が
最
大
の
特
徴
。
日

常
生
活
の
中
で
出
会
い
の
少
な
い

人
に
、
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
を

と
の
こ
と
。「
短
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
苦
労
し
た
分
、
よ
い
製
品
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
」と
笑
顔
を
見
せ
ま

す
。

　

開
発
に
た
ず
さ
わ
っ
た
技
術
部

の
藤
森
さ
ん
は「
従
来
、
ブ
レ
ー

カ
ー
に
取
り
付
け
る
タ
イ
プ
の
も

の
は
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
製
品

は
ご
家
庭
に
あ
る
ア
ー
ス
付
の
コ

ン
セ
ン
ト
に
差
し
込
む
だ
け
で
機

能
し
ま
す
か
ら
、
工
事
費
は
不
要
。

す
ぐ
に
設
置
で
き
ま
す
」と
話
し

ま
す
。

　

11
月
１
日
か
ら
販
売
開
始
と
な

り
、
量
販
店
な
ど
の
店
頭
で
購
入

で
き
る
そ
う
で
す
。
評
判
も
良
く
、

販
売
に
も
期
待
で
き
る
と
の
こ

と
。
手
軽
に
買
う
こ
と
の
で
き
る

安
全
製
品
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
使
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

踏
み
出
し
て
も
ら
う
サ
ー
ビ
ス
と

な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
点
で

も
肩
の
力
を
抜
い
た
利
用
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
ま
で
の
結
婚
相
談
所
は
、

ど
う
し
て
も
料
金
が
高
く
な
り
ま

す
し
、
交
際
期
間
に
も
制
限
が
生

じ
ま
す
。
ま
た
ネ
ッ
ト
の
婚
活
サ

イ
ト
は
手
軽
で
す
が
、
相
手
が
よ

く
分
ら
な
い
不
安
が
あ
り
ま
す
。

私
ど
も
の『
デ
ー
テ
ィ
ン
グ
』は
、

そ
う
い
う
不
安
、
不
満
を
解
消
し

た
も
の
で
す
」

　

４
月
の
ス
タ
ー
ト
以
降
、
登
録

者
数
は
順
調
に
増
え
、多
く
の
カ
ッ

プ
ル
が
誕
生
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
結
婚
に
ゴ
ー
ル
イ
ン
す
る
カ
ッ

プ
ル
が
生
ま
れ
る
の
も
、
遠
い
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
「
婚
活
は
地
域
貢
献
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
今
後
は
さ
ら
に
対
象
を

拡
大
し
、
よ
り
多
く
の
人
に
喜
ば

れ
る
内
容
に
充
実
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」

大和電器株式会社

プレコプレ

1028-653-0310　https://www.yamatodenki.com

70120-602-942　受付時間／午前10時〜午後８時（水曜定休）  https://precople.com
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大和電器㈱宇都宮取締役工場長 平出秀行さん（中）、
技術部係長 林田文孝さん（左）、技術部 藤森孝太郎さん（右）

プ
レ
コ
プ
レ

代
表　

新
國　

洋
さ
ん

「COCOAR2」を
インストールして
写真にかざすと

発表風景が見れます。

「COCOAR2」を
インストールして
写真にかざすと

発表風景が見れます。

　

経
営
者
と
い
う
立
場
上
、
皆
さ
ん
は
自
社

の
社
員
や
取
引
先
、
新
規
顧
客
、
株
主
な
ど
、

実
に
た
く
さ
ん
の
人
と
日
頃
か
ら
お
会
い
に
な
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
中
で
、会
う
人
た
ち
、

特
に
下
の
立
場
で
支
え
て
く
れ
て
い
る
人
た
ち

を
魅
了
す
る
「
人
た
ら
し
」
に
な
る
簡
単
な

方
法
を
、今
回
は
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
方
法
は
、
い
わ
ゆ
る
人
心
掌
握
術
の一
種
で

す
が
、
こ
れ
を
習
得
し
て
お
け
ば
、
周
囲
は
経

営
者
で
あ
る
あ
な
た
に
ほ
れ
込
む
こ
と
に
な
り
、

そ
れ
は
あ
な
た
の
会
社
に
と
っ
て
も
強
み
と
な

り
ま
す
。
多
く
の
人
た
ち
に
会
う
機
会
を
よ

り
有
意
義
な
も
の
に
す
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
習

得
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

私
が
新
入
社
員
の
頃
の
こ
と
で
す
。
普
段
、

話
す
機
会
な
ど
ま
ず
無
い
部
長
職
の
方
と
す
れ

違
っ
た
際
、「
私
の
こ
と
な
ど
知
っ
て
い
る
は
ず

が
な
い
だ
ろ
う
」
と
思
い
な
が
ら
軽
く
会
釈
だ

け
し
て
通
り
過
ぎ
よ
う
と
し
ま
し
た
。
す
る

と
、
す
れ
違
う
際
に
そ
の
方
が
私
の
名
前
を
呼

び
、「
お
は
よ
う
！ 

頑
張
っ
て
い
る
か
」
と
声

を
掛
け
て
き
た
の
で
す
。
こ
れ
に
は
驚
き
、「
新

人
の
私
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
っ
た
！
」
と
感

動
し
ま
し
た
。
正
直
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
、

緊
張
し
た
の
も
事
実
で
す
が
、
自
分
が
組
織

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
誇

ら
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
後
に
若
手

社
員
同
士
の
雑
談
で
分
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、

そ
の
方
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
た
と
い
う
人
は
多

く
、
皆
一
様
に
「
自
分
の
よ
う
な
下
の
人
間
に

も
気
を
遣
っ
て
く
れ
た
」
と
受
け
取
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
後
の
後
輩
育
成
に

お
い
て
参
考
に
な
っ
た
の
も
事
実
で
す
。

　

こ
の
「
目
立
た
な
い
立
場
の
相
手
に
も
目
配

り
し
、
名
前
を
覚
え
、
呼
び
掛
け
る
」
こ
と

こ
そ
が
、「
人
た
ら
し
」
に
な
る
方
法
で
す
。

目
上
へ
の
気
配
り
は
当
た
り
前
で
す
が
、
そ
の

逆
は
意
識
し
て
い
な
い
と
つ
い
見
過
ご
し
て
し
ま

い
が
ち
。
だ
か
ら
そ
れ
が
で
き
る
と
、
余
裕
が

あ
る
人
と
認
知
さ
れ
る
の
で
す
。

　

歴
史
上
の
偉
人
の
中
に
は
、「
人
た
ら
し
」

と
呼
ば
れ
た
人
た
ち
が
数
多
く
い
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
人
た
ち
は
、
総
じ
て
相
手
の
名
前

や
特
徴
を
よ
く
覚
え
、
相
手
を
驚
か
せ
、
感

動
さ
せ
、
魅
了
す
る
こ
と
で
自
ら
の
味
方
や
支

持
者
に
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
持
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
現
代
で
も
、
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の

監
督
が
、
選
手
の
み
な
ら
ず
家
族
の
こ
と
ま
で

し
っ
か
り
把
握
し
て
い
て
、
そ
の
誕
生
日
な
ど
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
り
選
手
を
感
激
さ
せ
た
と
いっ

た
話
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
と
る
た
め
に
は
、
ま
ず

き
っ
か
け
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
相
手

に
関
す
る
情
報
を
最
大
限
に
活
用
す
る
。「
人

た
ら
し
」
な
人
は
、
こ
の
情
報
活
用
の
仕
方
が

と
て
も
上
手
な
の
で
す
。
特
に
、
自
分
を
支
え

て
く
れ
て
い
る
下
の
立
場
の
人
た
ち
に
こ
の
目

配
り
、
気
配
り
を
す
る
と
、「
自
分
の
こ
と
を

し
っ
か
り
見
て
く
れ
て
い
る
」「
自
分
に
ま
で
配

慮
し
て
く
れ
る
素
晴
ら
し
い
人
だ
」
と
し
て
彼

ら
の
心
を
つ
か
め
る
わ
け
で
す
。

　

人
の
名
前
や
特
徴
を
覚
え
る
こ
と
で
、
彼
ら

は
自
分
を
好
き
に
な
り
、
自
分
の
た
め
に
動
い

て
く
れ
る
。
そ
う
い
う
人
が
10
人
、
１
０
０
人

と
増
え
て
く
る
と
、
１
０
０
倍
、
１
０
０
０
倍

の
強
力
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
ま
す
。
今
日
か

ら
で
き
る
こ
の
マ
ナ
ー
。
ぜ
ひ
実
践
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

知って得する
ビジネス
マナー

Business
Manner 人

心
を
掌
握
す
る

　
　目
配
り
、気
配
り

人
財
育
成
ト
レ
ー
ナ
ー  

美
月 

あ
き
こ



キタカンだより

北
関
東
自
動
車
道
の
開
通
で
、よ
り
近
く
な
っ
た
北
関
東
の
三
県
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
案
外
知
ら
な
い「
お
隣
さ
ん
」群
馬
県・茨
城
県
の

魅
力
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。ぜ
ひ
足
を
延
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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水
戸
市
植
物
公
園
は
昭
和
62
年

に
開
園
し
、
観
賞
大
温
室
、
熱
帯

果
樹
温
室
、
芝
生
園
、ロ
ッ
ク
ガ
ー

デ
ン
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
た
洋
風

の
庭
園
で
す
。
熱
帯
か
ら
亜
熱
帯

ま
で
の
植
物
が
見
ら
れ
る
観
賞
大

温
室
と
熱
帯
果
樹
温
室
や
、
周
辺

の
自
然
に
合
わ
せ
て
野
草
を
植
え

た
り
、
水
面
を
多
く
取
り
入
れ
、

水
の
流
れ
を
つ
く
り
出
す
な
ど
、

自
然
美
と
人
口
美
の
調
和
し
た
景

観
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

園
内
の
喫
茶
で
は
、
12
月
～
２

月
の
土
日
限
定
・
数
量
限
定
で「
冬

の
薬
膳
メ
ニ
ュ
ー
」を
提
供
す
る

ほ
か
、「
早
春
の
花
ま
つ
り
」（
１

　

去
る
、
11
月
9
日
か
ら
11
日
ま

で
行
わ
れ
た
、「
全
国
商
工
会
議

所
観
光
振
興
大
会
2
0
1
7
i
n

前
橋
」を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
お
陰
さ
ま
で
1
、

8
4
1
名
と
過
去
最
多
の
登
録
を

い
た
だ
き
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
５
つ
の
分
科
会
、

全
体
交
流
会
を
開
催
。２
日
目
は
、

全
体
会
議
を
開
催
し
、
商
工
会
議

所
と
し
て
の
観
光
振
興
の
指
針
と

な
る「
前
橋
ア
ピ
ー
ル
」が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
全
体
会
議
後
は
、
県

内
は
も
と
よ
り
広
域
連
携
に
よ
る

栃
木
県
や
長
野
県
の
観
光
地
も
巡

月
６
日
～
３
月
21
日
）の
期
間
中
、

水
戸
徳
川
家
第
14
代
当
主
徳
川
圀

斉
氏
が
交
配
し
た
貴
重
な
洋
ラ

ン
の
パ
フ
ィ
オ
ペ
デ
ィ
ル
ム
を
特

別
公
開
す
る「
水
戸
徳
川
家
の
蘭
」

（
１
月
６
日
～
１
月
21
日
）な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
展
示
会
や
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
情
報
提
供
：
水
戸
商
工
会
議
所
）

る
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し

ま
し
た
。
本
大
会
を
通
し
、
地
域

資
源
を
活
か
し
た『
観
光
立
地
域
』

づ
く
り
の
推
進
、
ま
た
観
光
都
市

で
な
い
都
市
で
も「
観
光
都
市
」と

し
て
羽
ば
た
く
た
め
の
一
歩
を
皆

さ
ま
が
踏
み
出
さ
れ
る
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
情
報
提
供
：
前
橋
商
工
会
議
所
）
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連
続
休
暇
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

年
末
年
始
に
、
仕
事
休
も
っ
化
計
画
を

実
践
し
ま
し
ょ
う
。

【
休
も
っ
化
計
画
３
】

　

話
し
合
い
の
機
会
を
つ
く
り
、
年
次
有

給
休
暇
を
取
り
や
す
い
会
社
に
し
ま
し
ょ

う
。

【
返
済
期
間
】　

15
年
以
内

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】　

詳
細
は
、「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」で
検
索

の
整
理
作
業
」と
い
い
ま
す
）

休
眠
会
社
・
休
眠
一
般
法
人
と
は

①
最
後
の
登
記
か
ら
12
年
を
経
過
し
て

い
る
株
式
会
社（
会
社
法
第
4
7
2
条
の

休
眠
会
社
。
特
例
有
限
会
社
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
）

②
最
後
の
登
記
か
ら
５
年
を
経
過
し
て

い
る
一
般
社
団
法
人
ま
た
は
一
般
財
団
法

人（
一
般
社
団
法
人
お
よ
び
一
般
財
団
法

人
に
関
す
る
法
律
第
1
4
9
条
の
休
眠
一

般
社
団
法
人
ま
た
は
第
2
0
3
条
の
休

　

仕
事
は
計
画
を
立
て
て
行
う
も
の
。

そ
れ
で
は
休
暇
は
？

「
仕
事
休
も
っ
化
計
画
」

　

年
末
年
始
に
年
次
有
給
休
暇
を
組
み

合
わ
せ
て
大
型
連
休
に
！

【
休
も
っ
化
計
画
１
】

　

仕
事
と
生
活
の
調
和（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
）の
た
め
に
、
計
画
的
に

年
次
有
給
休
暇
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

【
休
も
っ
化
計
画
２
】

　

土
日
・
祝
日
に
プ
ラ
ス
ワ
ン
休
暇
し
て
、

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」は
、
高
校
、
短
大
、

大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
や
外
国

の
高
校
、
大
学
等
に
入
学
・
在
学
す
る

お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象

と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

【
融
資
額
】　　

お
子
さ
ま
一
人
に
つ
き
、

３
５
０
万
円
以
内

【
金　

利
】　

年
１.

76
％

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
年
１.

36
％

（
平
成
29
年
11
月
10
日
現
在
）

　

全
国
の
法
務
局
で
は
、
平
成
26
年
度

以
降
、
毎
年
、
休
眠
会
社
・
休
眠
一
般
法

人
の
整
理
作
業
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

休
眠
会
社
ま
た
は
休
眠
一
般
法
人
に
つ

い
て
、
法
務
大
臣
に
よ
る
公
告
お
よ
び
登

記
所
か
ら
の
通
知
が
さ
れ
、
こ
の
公
告

か
ら
２
カ
月
以
内
に
事
業
を
廃
止
し
て

い
な
い
旨
の
届
出
ま
た
は
役
員
変
更
な

ど
の
登
記
を
し
な
い
場
合
に
は
、
み
な
し

解
散
の
登
記
が
さ
れ
ま
す（
こ
の
一
連
の

手
続
き
を「
休
眠
会
社
・
休
眠
一
般
法
人

栃
木
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
の
お
知
ら
せ

宇
都
宮
地
方
法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
に
お
け
る
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
に
つ
い
て

お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）が
サ
ポ
ー
ト
！

あ
な
た
の
会
社
・
法
人
、登
記
を
放
置
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

問合せ／前橋商工会議所  ☎027-234-5111
URL／http://www.maebashi-cci.or.jp

問合せ／水戸市植物公園  ☎029-243-9311
URL／http://www.mito-botanical-park.com

県民に「とちぎの今」を発信する放送スタジオ

眠
一
般
財
団
法
人
。
公
益
社
団
法
人
ま
た

は
公
益
財
団
法
人
を
含
み
ま
す
。
あ
わ

せ
て「
休
眠
一
般
法
人
」と
い
い
ま
す
）

　

12
年
以
内
ま
た
は
５
年
以
内
に
登
記

事
項
証
明
書
や
代
表
者
の
届
出
印
の
印

鑑
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
た
か
ど

う
か
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

　

法
務
大
臣
に
よ
る
公
告
の
日
に
、
①
ま

た
は
②
に
該
当
す
る
会
社
等
は
、
法
務

大
臣
に
よ
る
公
告
の
日
か
ら
２
カ
月
以

内
に「
ま
だ
事
業
を
廃
止
し
て
い
な
い
」旨

の
届
出
ま
た
は
登
記（
役
員
登
記
な
ど
の

届
出
）の
申
請
を
し
な
い
限
り
、
解
散
し

た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
登
記
官
が
職
権

で
解
散
の
登
記
を
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
お
近
く
の
法
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第22回
よ
り
広
い
リ
ス
ナ
ー
の
方
々
に
お
届
け
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
ま
さ
に
私

ど
も
の
長
年
の
悲
願
で
あ
り
、「
第
２
の
開

局
」
と
呼
ん
で
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

先
日
、
キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
Ｆ
Ｍ
愛
称

が
、
社
内
募
集
で
決
定
し
ま
し
た
。
55
周

年
記
念
キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
こ
れ
か
ら

も
。栃
木
放
送
」。ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
愛
称
は「
Ｃ

Ｒ
Ｔ-

Ｆ
Ｍ
」
で
す
。

　

宇
都
宮
商
工
会
議
所
と
は
、
メ
デ
ィ
ア

と
し
て
取
材
や
情
報
収
集
に
お
い
て
い
ろ
い

ろ
と
お
世
話
に
な
る
と
と
も
に
、
私
ど
も

で
も
報
道
や
番
組
内
情
報
発
信
な
ど
で
お

力
添
え
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ラ
ジ
オ
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
独
自
の
特
徴
と

思
わ
れ
る
、
あ
な
た
（
リ
ス
ナ
ー
）
に
伝

え
る
・
伝
え
た
い
ハ
ー
ト
を
大
切
に
し
て
、

栃
木
県
と
い
う
地
域
に
、
県
都
・
宇
都
宮

の
発
展
に
貢
献
し
て
い
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

開
局
55
周
年
を
機
に
、
さ
ら
な
る
栃
木
放

送
の
飛
躍
を
図
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ぜ

ひ
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｃ
Ｒ
Ｔ
の
略
称
で
親
し
ん
で
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
私
ど
も
㈱
栃
木
放
送
は
、
昭

和
38
（
１
９
６
３
）
年
４
月
１
日
、
宇
都

宮
市
本
町
の
栃
木
会
館
で
産
声
を
あ
げ
て

以
来
「
県
民
の
放
送
局
」
と
し
て
、
地

域
の
情
報
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。
昨
年

（
２
０
１
６
年
）
に
栃
木
会
館
を
離
れ
て

現
在
の
場
所
に
移
転
し
、
新
た
な
ス
タ
ジ

オ
か
ら
放
送
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

私
は
11
代
目
の
社
長
と
し
て
今
年
６
月

に
就
任
し
ま
し
た
。
２
年
前
ま
で
テ
レ
ビ

メ
デ
ィ
ア
に
お
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
実
務

経
験
を
礎
と
し
、
先
代
ま
で
の
「
と
ち
ぎ

の
今
を
伝
え
る
」
の
精
神
を
継
承
し
つつ
、

職
務
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
て
、
私
ど
も
は
平
成
31
（
２
０
１
９
）

年
に
開
局
55
周
年
を
迎
え
ま
す
。
ま

た
、
今
月
12
月
に
ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
（
民
放
ラ

ジ
オ
難
聴
解
消
支
援
事
業
）
の
宇
都
宮

局
（
94
・
１
Ｍ
H
ｚ
）

の
開
局
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
来
年
夏
に

は
塩
原
・
今
市
・
葛

生
・
足
利
の
各
中
継

局
の
誕
生
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
以
上
に
ク
リ
ア
な

音
質
の
番
組
聴
取
が
、

開
局
55
周
年
を
控
え
、

12
月
に
は
ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
局
を
開
局

㈱栃木放送  代表取締役社長 大塚  幹夫さん

株式会社栃木放送
代表取締役社長  大塚  幹夫

宇都宮市昭和2-2-5
☎028-622-1111
5 028-621-9445

http://www.crt-radio.co.jp

全体会議で挨拶を行う
三村日商会頭

お正月前に見つけると、翌
年は幸運に恵まれるといわ
れている「スノードロップ」

（見頃 12 月～２月）

問合せ

宇
都
宮
地
方
法
務
局

法
人
登
記
部
門

☎
0
2
8-

6
2
3-

0
9
1
8

問合せ

栃
木
労
働
局

雇
用
環
境
・
均
等
室

☎
0
2
8-

6
3
3-

2
7
9
5

問合せ

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０-

０
０
８
６
５
６

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

ま
た
は

☎
０
３-

５
３
２
１-

８
６
５
６



（
税
込
）

12

10


